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冷徹社長はペット契約を結んだ箱入り娘を強く激しく抱きしめる
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「もう……今までみたいな暮らしはできない。すまない……菫すみれ」




　久しぶりに顔を合わせる父──啓司けいじから朝早く応接間に呼び出された菫は、愕然としながら細い肩を震わせた。今までのような暮らし、その意味はよくわからなかったが、得体の知れない恐怖を感じたのは、父の苦痛に歪められた表情や、室内に漂う重苦しい空気のせいかもしれない。

「このままいけば……そう遠くなく、うちは経営破綻する」

　手にしていたティーカップから紅茶が跳ねて、菫の清楚なクリーム色のワンピースに飛んだ。普段ならば絶対にしない粗相であったが、動揺は大きく、取り繕うことさえできない。

　どういうことかと聞くまでもなく、父は重厚な革のソファーでうなだれながら、何年も前から銀行からの融資で何とか繋いでいたと話し始めた。もう銀行に支払う利息すら苦しい状況なのだという。

　明治時代から続く百年以上の歴史を誇る桐山きりやま百貨店は、始まりは高祖父が始めた小さな呉服店だった。社員数人の規模から徐々に店舗を増やせるまでになり、海外の有名ブランドと独占契約を結び、経営統合を繰り返しながら、日本の小売業界の売上一位の地位を長年築いてきた百貨店である。

　しかしここ数年は、海外からのファストファッションブランドや、低価格ブランドが建ち並ぶ大型ショッピングモールに押され、客足は減る一方だった。閑散とした店内を思い出し、菫は経営状況が悪化していたことにさえ気がつかなかった自分を恥じた。

（私たちは……これから、どうなるの……）

　生まれた時から、当たり前のように何部屋あるかもわからない広い邸に住み、身の回りのことは使用人任せにしてきた。母は早くに亡くなり、父は仕事で忙しい。寂しくはあったが、自分が恵まれていることはわかっているつもりだ。

「そんな不安そうな顔をしなくても大丈夫だから」

「え……？」

　菫を安心させるかのように父は柔和な笑みを浮かべて立ち上がった。そして、応接室を出ていってしまう。一人残された菫が父の言葉の意味を考えていると、廊下から話し声が聞こえてきた。

（男の人……？）

　何を話しているかまではわからないが、菫が座ったまま待っていると、ふたたび応接室のドアが開いて、父とともに背の高い男性が入ってきた。

　見たことのない人だ。菫はその場に立ち上がり会釈すると、男性がこちらを見た。

　父に会社のことを聞いた時よりも、衝撃を受ける。思わず、肩が強張った。

「はじめまして、菫さん」

　父の隣で穏やかな笑みを浮かべる男性は、三十代半ばだろうか。

　一言で言うと〝ヤクザっぽい〟人だ。それに胡散臭い。笑顔が嘘っぽく顔に貼りついていて、目の奥は笑っていなかった。

　けれど、よくよく顔の作りを見ると、銀縁眼鏡の奥にある目は切れ長で、鼻は高い。パッと見でも目を惹く顔立ちをしているのに、表情があまり変わらないからか酷薄そうな印象ばかりが際立つ。

　艶のある真っ黒な髪をオールバックに撫でつけていて、黒のスーツに同じ色の上質なコートを隙なく着こなしている。身なりはまともなのに、とても普通の会社員とは思えない。

　取引先の創業記念パーティーや、一流企業の重役たちが集まる親睦会において、紹介される男性とはまったく別の存在感がある。

　射抜くように見つめられて、彼から目が離せなくなる。今まで出会ったことのない人種に思えて、恐怖心よりも好奇心が芽生えた。

「はじめまして……あの、あなたは？」

「彼は斯波しば鷹一よういちくん。菫、突然で悪いんだが……この家は近々売ることになると思う。次の住まいが決まるまで、当面の間彼のところで世話になってくれないか」

「世話に……？」

　この人と一緒に暮らせと、父は言うのだろうか。もともと、よく知らない他人が家の中にいるのには慣れているが、それはこの邸での話だ。

　菫を大事に思ってくれている父が言うのであれば、身元は保障されているはずだが、あまりに突然のことで驚きを隠せない。

（今までみたいな暮らしができないって……住む家もなくなってしまうってことなのね）

　経営破綻と聞いて、桐山百貨店が金に困っているのだと理解はしていても、まさか住む場所まで失うことになるとは思ってもみなかった。父は大丈夫だと言ったが、その言葉を真に受けるほど子どもではない。

　けれど、菫にできることは何もない。二十五歳にもなって、働いたこともなく、一人で生活していくこともままならない自分では、父を助けることなどできないだろう。

「ああ、父さんはしばらく忙しいんだ。いつもごめんね。落ち着いたら、迎えにいくから」

　あまり顔を合わせることはなかったけれど、いつでも父は優しかった。

　菫の誕生日には必ず花束と高価な品を。入学式、卒業式も来てはくれなかったが、撮ってもらった動画を見せると電話口で涙を流して喜んでくれた。愛されていると思う。

　だが、そんな優しい顔は菫に見せるだけのもので、そばにいる秘書と話す時、父はいつも厳しい顔をしていた。

　菫に対して優しさを見せるのは、親心もあるだろうが、従えるためでもあると気づいていた。

　疑問はいろいろあるが、父が言う以上これは決定事項なのだ。

　今まで十二分に甘やかしてもらった。会社のためにならないことはしない人だ。だから父が言うならば菫は従う。

　菫は一つ頷いて見せると、一六〇センチの自分より頭一つ分は高い斯波に向き直った。

「桐山菫と申します。これからしばらくの間お世話になります」

　恭しく頭を下げると、斯波は細い目をわずかに見開いて菫を凝視していた。
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　父と別れ、車で連れてこられたのは目黒にある斯波のマンションだ。

　マンションに住んだことのない菫は、オートロックの鍵やホテルの内装のようなエントランスホールを物珍しそうに見回した。

「あの人たちは何をしてるのですか？」

「あれは二十四時間常駐のコンシェルジュ。宅配の荷物を代わりに受け取ったり、タクシーの手配をしたり、いろいろだ」

　菫がこっそり声を潜めて聞くと、面倒くさそうではあったが斯波はいちいち答えてくれる。

「本当にホテルみたいですね。あちらの部屋はなんでしょう？」

　住人を見かけて目で追っていると、鉄製のドアを開けて中へと入っていく様子が窺えた。ドアの隙間から見えた室内は、通路を挟んでまたドアがズラリと並んでいて狭そうだ。まさかあそこに住んでいる人もいるのかと思い聞くと、ふたたび低く抑揚のない声が降ってくる。

「あれはトランクルーム。貸し倉庫みたいなものだ」

　父の前にいる時と、だいぶ態度が違うような気はしたが、世話になる身で指摘することはできない。

　それに、初めに見た胡散臭い笑顔よりも、今のうんざりしているのを隠そうともしない表情の方がまだ好感が持てた。

　エレベーターは何機もあり、階数によって乗るエレベーターが違うようだ。

「まさかエレベーターも知らないとか言わないよな？」

「さすがにエレベーターは知っています」

　ツンと唇を尖らせて目を向けると、バカにしたようにわずかに目が細まり表情が変わった。

（無表情に見えて、結構わかりやすいかもしれないわ……）

　到着したエレベーターに乗り込むと、斯波の香水の匂いなのか、空調に流されてスパイスのような重厚感のある匂いがした。

　官能的でセクシーな香水は、斯波にとてもよく似合っていた。

（いい匂い……）

　部屋は三十階と聞いていたが、階数ボタンは１と30しかなかった。斯波がカードキーをかざしてボタンを押した。

　菫の家は建て替えや改装を重ねて美しさを保ってはいるが、築五十年は経っているため、ここのような近代的な建物は物珍しかった。

（あ……もう私の家ではないのよね……）

　生まれた時から過ごした家にもう戻れないというのは、何とも言えぬ寂しさがある。

（でも……頑張らないと）

　わかっている。令嬢だなんだと言われていても、一歩外に出てしまえばそれはただの世間知らずだと。

　肩の下まで真っ直ぐに伸ばした髪に、白い肌。美人と言われる外見を持っていても、父の役には立たない。

　生活するには金が必要で、一度も働いたことのない自分が金を稼ぐのは大変なことだ。

〝男に生まれていれば〟と、誰が言わなくとも、菫自身がそう思っていた。

（少しは、お父さんの役に立てたかもしれないわね）

　三十階はペントハウスとなっているようで、玄関は一つだけだった。エレベーターは斯波の部屋専用らしい。

　両開きドアの横に備えつけてある電子ロックにカードキーをかざすと、重厚そうなドアが開けられた。

「お邪魔します」

　玄関というより、両開きドアを抜けた先はホテルのエントランスホールのようだった。斯波が靴を脱いだのに倣い、菫もブーツを脱いで部屋に上がる。

「あの……スリッパはどこでしょう？」

　斯波に聞くと、また呆れたような顔を向けられる。世話になる分際でと、いったところだろうか。どうやら、彼は菫をよく思ってはいないようだ。

　仕方なく、石畳のような色合いのタイルの上にタイツのまま足を下ろす。床暖房がついているのか冷たくはなかったが、家では常に靴を履き、部屋で寛ぐ時でも必ずスリッパで過ごしていたため落ち着かなかった。

　まだ新築なのだろうか。人が住んでいる匂いがしない。

　菫が住んでいた家とまではいかないが、ここも相当広い。室内はメゾネットタイプになっており、一階はルーフテラスと一体になった百平米ほどの開放感あるリビングや、ガラスの壁で隔てられたダイニングがある。

　斯波に案内されついていくと、リビングから二階に上がりすぐにあるドアが開けられた。どうやら入れということらしい。

「ここを使え」

　中は二十畳ほどのゲストルームのようで、ベッドやクローゼット、テレビもあった。

「部屋をくださるのですか？」

　世話になると言っても、斯波と父の関係もわからなかったし、正直どのような扱いを受けるのか疑問だった。あのあと、父はバタバタと仕事に行ってしまい、結局何も聞けなかったのだ。

　すると、斯波はなぜか菫の言葉に嘲りを滲ませて深くため息をついた。

「お前は、どうして俺についてきた？　調べさせてもらったが、桐山菫名義の土地がいくつかあるはずだ。売れば金になるだろう？　それに、相応の貯蓄もあるはずだが」

「どういう意味でしょう？」

「二十五歳だろう？　金さえあれば、一人で何とかなる年齢だ」

　斯波の目は、軽蔑を含んでいた。

　二十五歳にもなって、父親に面倒を見てもらい、他人の世話になろうとしていることへの侮蔑だろう。言いたいことはわかる。

「開き直るわけではありませんが、何とかならないと思っているから、父はあなたの世話になるように言ったのでしょうね」

　そもそも斯波は、どういう経緯で菫の面倒を見る羽目になったのだろう。父に頼まれたのなら、断ればよかったのではないだろうか。

　自分が一番わかっている。金を湯水のように使い遊んで暮らしていたわけではないが、大学を卒業しても地に足のつかない生活を送っているのは確かだ。

　大学卒業後、菫は当たり前のように桐山百貨店で働けるのだと思っていた。経営に携われるはずはなかったから、雑用だってなんだってやるつもりだった。

　けれど、父は菫を働かせるどころか、大学を卒業しても一人で外出することすら許してはくれなかったのだ。

　厳しい父ではないけれど、菫に対しては過干渉だ。

　欲しいものはすべて買い与えてもらったが、小さな頃から自由は許されなかった。今思えば、そうと気づかない程度に支配されていたのだろう。

　家が傾いたとしても、父はきっと菫を働かせるつもりはない。一人で生活させるつもりもだ。時が来たら、一生暮らすに困らない、父の決めた誰かと結婚するだけだ。

「あの人を助けようとは思わないのか？」

（あの人……？）

　斯波の言葉の中に、わずかながら情に訴えるような響きが含まれる。どうしてだろう。まるで、斯波自身が父を助けたいと、願っているような。

「助けたいとは思います」

　しかし、菫にできることがあるとすれば、父の邪魔にならないよう、どこかに嫁に行くことくらいかもしれないが。

「つまらない女だな。父親の言いなりか」

　斯波の言う通りだ。けれど、つまらないと言われても、流されるままに生きていると蔑まれても、辛いと下を向くことだけはしたくない。

「どう思われてもかまいません」

「では、もし俺が桐山百貨店を助けてやると言ったらどうする？　状況は切迫している。桐山百貨店が抱える負債額はおよそ一千億。到底、桐山社長に返せる額じゃない。そう遠くなく経営破綻するだろう。俺は投資ファンドを経営している。千億の負債ごと会社を買ってやれる。ただし、条件はあるが」

「それは……願ってもないことだと思いますが、どうして私に？」

　もし、父を助けられるのなら──。

　自分たち親子が路頭に迷うだけならばまだいい。桐山百貨店が潰れるということは、従業員として会社を支えてくれている社員たちの生活がままならなくなるということ。

　それだけは避けなければならない。父もそれを望んでいるはずだ。

　しかし、菫を預かることを迷惑そうにしながら、父を助けてくれると言う斯波の真意がわからない。

「甘やかされてきたお嬢様に、どれほどの覚悟があるのかと思ってな」

「条件を教えてください。私にできることがあるなら何でもいたします」

　何もできない自分でも役に立てることがあるなら、と頷いた。

「いい覚悟だな」

　斯波の口元が緩やかに弧を描く。

「掃除や料理の経験は？」

「ありませんが……」

「事務仕事の経験は？」

「それも……」

　徐々に声が小さくなってしまう。斯波のため息が深くなっていくからだ。

　役立たずだと思っているのは間違いない。

「教えていただければ……何とかなると思いますから」

「いや、いい。時間の無駄だ。どうせ、ハウスクリーニングを頼んでいるし、食事や洗濯は家政婦を雇ってる。しかし、何の役にも立たないんじゃペットと同じだな」

　皮肉なのはわかる。斯波があえて、意地悪な質問をぶつけてきたことも。初めから、菫に家事能力など期待していないだろう。

　それでも、悔しかった。

　自分で一番わかっていたことだけれど、生活することですら誰かの力を借りなければならない。斯波に与えられるものなど何もない。それに気づかされた。

「ペット……」

　きっと今の菫はペット以下だ。

　ペットだって主人に癒やしを与えられるだろうに。斯波の邪魔にしかなっていない。

「そうだな。ほかにできることがないなら、お前は俺のペットとして可愛がってやることにしようか。せいぜい、頑張ってご主人様の機嫌を取ってしっぽを振れ」

　斯波が冗談を言っているとは思えない。

　愛玩動物となるなら父親を助けてやる──斯波はそう言いたいのだろうか。

　菫は、震えそうになる唇をギュッと噛みしめた。

　悔しいけれど、どんな扱いを受けようとも、菫の言葉一つで彼が父の助けになってくれるなら。菫は一つ息を吐くと、真っ直ぐに斯波を見つめ、精一杯虚勢を張った笑みを浮かべた。

「わかりました。では、ペットとして精一杯頑張らせていただきます」







　待っていろと言い残してリビングを出ていった斯波は、書類を片手に戻ってきた。

　そしてキッチンからミネラルウォーターのペットボトルを取ると、菫の前にあるローテーブルへと置いた。

「ありがとうございます」

　菫は受け取ったペットボトルの蓋を開けてグラスを探したが、スリッパの一件を思い出し、結局そのまま口をつけた。

　自分でも気がついていなかったが、ずっと緊張状態だったのかもしれない。ひどく喉が渇いていた。

　一気に半分以上を飲んだところで、ホッと息をつく。

　向かい側に座る斯波をチラリと見ると、射るような目つきで見つめられていることに気づく。

「契約書だ」

　斯波は細かい文字が並んだ一枚の紙を菫の前に置いた。甲だの乙だのと長い文章が書かれていて、サッと目を通しただけでは内容を理解することはできなかったが、たまたま目に入った一文には〝甲の命令には従うこと〟と記されていた。

（斯波さんの言いなりになれってこと？）

　菫は斯波のことを何も知らない。

　けれど、あの人を助けようとは思わないのか、そう告げられた時だけは、鋭く睨みつけるような瞳の中に、優しさを滲ませていたような気がした。

　だからか、言葉はキツくとも、斯波のことを信頼に足る人物だと感じてしまう。

「買収が決定したら、桐山百貨店の大規模な変革を行う。お前がもともと住んでいた家は、会社の保養所として資産扱いになっていた。ほかにも別荘をいくつも持っている。それらはすべて売却。別荘で管理している美術品もだ。金にならない美術館運営は、事業ごと譲渡することになるだろう」

　祖父の代から住んでいた家は会社の金で建てたものだったのか。それに、小さい頃から休みの時期になると過ごしていた別荘も。

「リストラもするんでしょうか？」

「同族経営だからな。役員の刷新は必要だろう。ただ、売上の悪い店舗の即時閉店は考えていない。希望退職者は募るかもしれないが、リストラは従業員の士気を低下させてしまうだけだ」

　斯波の考え方は父と似ているように思う。

　父は経営者としては厳しい面もあったが、人材育成には力を入れているようだった。自分一人では会社は動かせない。そこで働いてくれる従業員がいてこそだ、と何度も言っていた。

　縋るように目を向けていたからだろうか。酷薄な目を細めて、目の前に座った男が菫を見つめた。テーブルに置かれた一枚の紙をトンと指で叩かれる。

「さっき言っただろう。お前がこの契約書にサインすれば……の話だ。桐山社長に助けを求めることは許さない。できるか？　父親や従業員のために慰み者になる覚悟なんかないだろう？」

　斯波は自身のスーツの胸ポケットに入っていたペンを出して、テーブルの上に置いた。

「ここにサインすればいいんですね」

　菫は迷うことなくペンを取り、さして内容も見ずに自身の名前を記入する。

　社長令嬢としての価値しかない自分に何ができるのか。斯波にメリットなどないように思うが、契約書にサインをして斯波の命令を聞く、ただそれだけで父が助かるのならば。

（迷う必要なんてないわ）

　このまま経営破綻すれば、父が私財を投げ打ったところで足しにもならないだろうし、すべての従業員の再雇用先を探すのは困難だ。

「ペット契約完了だな」

　銀縁眼鏡の奥にある細い目がフッとおもしろそうに弧を描いた。

　それが今日見た斯波の表情の中で、一番優しげで、菫の脳裏に深く焼きついた。







　結局、ペットと言われても、斯波の命令を聞くこと以外に何をすればいいかは不明のままだ。

　まだ午前中だというのに精神はすっかり疲弊し、言葉なく黙っていられると、ついため息が溢れそうになる。菫にしても、初めて会った男性とおもしろ可笑しく話せる話術など持っていないし、自分たちを繋げる契約という関係が、菫を戸惑わせていた。

（ダメ……なるべく笑っていなきゃ）

　幸せが逃げてしまう、なんて思うわけではないが、現実に憂いて悲しみに暮れたくはない。住むところにも困らずにいられることに感謝こそすれ、嘆くことではないのだから。

　テーブルを挟んで正面に座る斯波に視線を向けると、斯波も挑戦的な目を向けて菫を見つめていた。胸の内を見透かすような深い瞳の色に、胸の鼓動が速まる。

「ペットとしての初仕事をするか？」

　そう告げられて驚くより安堵したのは、これをしろと命令してくれた方がまだ助かるからだ。

「何をすればいいですか？」

　自分にできることがあるのならと意気込んで聞くと、フッと鼻で笑った斯波は、人の悪い笑みを浮かべていた。

「とりあえず、キスでもしてもらおうか」

「キス……ですか」

　動揺を顔に出さないようにすることでいっぱいいっぱいだった。

　その時になって初めて、もしかしたら自分はとんでもない契約書にサインをしてしまったのではないかと思い至る。

　自分が女として求められることを微塵も想像できなかったのは、菫が今まで男性と交際したことがないからだ。本の中で恋愛を知って自分のことに当てはめてみても、相手もいないのだから、ただの妄想に過ぎない。

　斯波に告げられた〝慰み者〟の意味が性的なことを示しているとは、まったく考えなかった。

　けれど、ここで菫が抗えばどうなるのだろう。父は、従業員は──？

　もしも、斯波が抱きたいと命じてきたら、菫は彼に抱かれなければならない。自分が交わした契約はそういう内容ということだ。

「どうした？　その程度の覚悟か？」

　できないだろう、と挑発するように見つめられて、キュッと唇を噛みしめる。

　キスなんて、ただの唇同士の触れあいだ。だからきっと大丈夫。震えそうになる拳を握りしめながら、菫は口を開いた。

「いえ、キスをしたことがないので、緊張してしまって」

　申し訳ありません──と謝って、ソファーに座る斯波に一歩近づく。心臓が壊れてしまいそうなほど激しい鼓動を奏でる。

「俺が教えてやるから、来い」

　手を差し出されて、自分よりも長い指にそっと手を重ね合わせた。冷たいと思っていた手のひらは、意外にも熱を孕んでいた。

　強く腕が掴まれて痛いほどに引かれる。

「……っ」

　反射的に「痛い」と口にしそうになって、慌てて口を噤むと、腕を掴んでいた斯波が手の力を緩めて、労わるように赤くなった腕を撫でてきた。

（まさか……力の加減がわからなかったのかしら……？）

　女性の扱いに慣れていそうなのに。不器用な彼の優しさに触れたような感覚に、身体からほんの少しだけ強張りが解けていく。

　黒の革張りのソファーに手をつくと、腰に回った手に引き寄せられて、バランスを崩して斯波の胸に倒れ込んでしまう。これほど男性と近づいたことはなかった。自分よりも太い腕や、広い胸板に身体中の血が沸騰したかのように熱くなる。

　ごめんなさい、と謝ろうとして口を開くと、斯波が眼鏡を外して顔を近づけてくる。

「目を閉じろ」

　命令することに慣れた口調だった。いざとなると怖い。もしかしたらこれ以上のことを求められるかもしれないという緊張からか、全身が強張ってしまう。ギュッと強く目を瞑り待っていると、柔らかな感触が唇に触れた。

　意外なほど優しく、チュッと軽く啄ばむように唇が重なり、身体を強張らせる菫を宥めるためか、腰に回された手のひらで軽く背中を撫でられる。

「ん……」

　ガチガチに固まっていた肩から力が抜けると、今度は下唇を甘噛みされる。ねっとりと濡れた舌で唇を舐められ、触れられた背中からジンと痺れるような感覚が広がり落ち着かない。

　異性に唇を舐められるという行為が、これほど心地よさを生みだすものだとは思ってもみなかった。まるで催眠術にでもかかってしまったかのように、すべてを斯波に預けてしまいたくなる。

「口、開けろ」

　菫がうっすらと濡れた唇を開くと、それまで下唇を甘噛みしていた斯波の舌が口腔へと入り込んでくる。

「噛むなよ」

　そう言われなければ、あまりに驚いて歯を立てていただろう。ヌルリと口腔内をぬめる舌が動き回り、全身に甘い痺れが駆け抜ける。

　こんなにも淫らで、唇ごと食べられてしまいそうな激しいキスを、菫は想像したこともなかった。

「んんっ、ふっ、あ……はぁっ」

　頭がぼうっとして、全身から力が抜けていく。なぜか腰から覚えのない重苦しい快感がせり上がってくる。

　自分の口から発せられているとは思えない艶めかしい声が響いて、頬が熱くなっていく。これではまるで斯波とのキスを悦んでいるみたいだ。

　菫自身の覚悟を試されているのだとしたら、むしろ斯波を悦ばせるべきなのだろう。

　斯波がそうするように、菫はおずおずと舌先を出してキスに応えてみる。

　どうすればいいのかなんて考えたところでわかるはずもなく、ただ斯波の真似をした。歯列をなぞるように舌が動けば、菫も同じように返した。

「はぁっ、む、ぅ……ん、ん」

　耳をつく濡れた音が響いて、腰に感じる疼きは大きくなっていく。秘めた中心が熱くなってきて、たまらずに太ももを擦りあわせると、濡れた感覚までしてくることに驚きを隠せない。

「し、ば、さ……っ」

　激しくなる口づけの息苦しさから斯波の名を呼ぶと、後頭部を掴まれてますます深く舌が差し挿れられた。

「んん、ふぁっ……う、ん」

　クチュと唾液が絡まる淫音が聞こえて、斯波の膝の上で身を捩ると、ツッと背中に触れていた手が上下に動く。

　それは、先ほど背中を叩いていた時とは明らかに異なる触れ方だった。

　ゾクッと背中から這い上がってくる官能に、頭が朦朧としてしまう。

　優しい手つきで髪を撫でられて、あまりの心地よさに意識が遠のいていくのを感じる。

　そして、最後にぼんやりと宙を彷徨わせた目に映ったのは、まるで自らの行動を信じられないとでもいうように困惑する斯波の表情だった。







　目の前は霞みがかったようにぼんやりとしていた。

　菫が目を開けると薄闇の中、見慣れない天井と家具が視界に入る。

　時間はわからないが、窓から射し込む太陽の光が弱まり夕闇が濃くなっていた。

「私、眠ってしまったのね」

　ベッドから身体を起こしリビングへと行くと、なぜか斯波の姿はなく、知らない男がキッチンに立っていた。

「ああ、起きましたか」

　男は斯波と似ている雰囲気があった。

　髪や目の色素は薄く、斯波と違い眼鏡もかけてはいないのに、射るような目つきと表情の変わらない酷薄な印象が同じだからだろう。

「あの……あなたは」

「私は斯波の秘書をしております。細谷ほそやと申します。斯波が仕事で出ている間、あなたの面倒を見るように頼まれていまして。お腹が空いたでしょう。私が作ったわけではありませんが、今食事を温めます」

「ありがとうございます」

　そうか、斯波はいないのかと物寂しい思いに捉われる。

　会ったばかりの斯波にまで縋りたくなるほど人恋しくなってしまうのは、今までたくさんの人に囲まれて生活をしていたからかもしれない。

〝何の役にも立たないんじゃペットと同じだ〟そう言われたことを思い出し、そろそろとキッチンへ行くが、正直どう手を出していいかもわからない。

「それ……斯波さんが作ったんですか？」

　皿に載せられたパスタを指差して聞いた。

　先ほど細谷は自分が作ったわけではないと言っていた。では、斯波が作ったのだろうかと意外に思い聞いたが、答えは違っていたらしい。

「まさか。あなたをしばらくの間世話をするために、斯波が知り合いのシェフに頼んで、冷凍食品を届けてもらったんですよ。レンジくらいは使ったことがあるでしょう？」

「いえ……」

　菫が住んでいた家にもオーブンレンジはあったとは思うが、キッチンに立ち入ったことはなく、正直目の前の機械を自分が扱えるとは到底思えなかった。

　細谷は驚愕の表情を向けて菫を見ていたが、やがて嘆息すると皿を菫に手渡してくる。

「申し訳ないが、そこまでは面倒見切れない。せめてこれくらいは自分でできるようになりなさい」

「はい。教えていただけますか？」

　スープやパスタ、温野菜など、冷凍庫の中で種類別に分けられた食材の説明から、オーブンレンジの使い方まで教わった。わからないことが多すぎて、質問攻めにしてしまったからか、細谷の口から呆れたようなため息ばかりが漏れる。

　自分の不甲斐なさを謝っても言葉が返されることはなく、ひとしきり話し終えてしまうと話題もない。菫はつい斯波のことを口にした。

「斯波さんは……優しい方ですね」

　細谷は何を言っているのかわからない、といった顔をして菫を凝視していた。

「社長が優しい……？」

「ええ。だって……こんな何もできない女を家に置いても迷惑でしかないでしょう。なのに、わざわざ食事まで用意して」

　朝にしたキスが、桐山百貨店を救うための契約の一部だとしたら易しすぎる。怖かったが、菫は彼に抱かれる覚悟すらしていたというのに。

　よく知らない女と暮らし、食事の面倒を見て、借金まみれの会社を買収する。よくよく考えてみれば、その条件がペット契約だなんて、斯波にとってデメリットしかないように思えてならないのだ。

「斯波から何も聞いていないのですか？」

「え……？」

　何のことだろう。菫が聞き返すと、細谷は瞳の奥に憐れみとも取れる色を宿しながら口を開いた。

「あなたのお父上に借りがあるんですよ。返しきれない恩と言ってもいい。正直私も業務外ですし、斯波に至っては人の面倒を見ていられるほど暇ではありません」

　ああ、そうか。

　どうして斯波が今回の件を引き受けるに至ったのか、その経緯は聞かされていなかった。

　斯波は、菫と契約をしたから父を助けてくれるわけではなかった。

　何を勘違いしていたのだろう。契約を提示されたからって、菫が頑張れば父を助けられるだなんて。

　社長令嬢でなくなる菫に、価値などないのに。

　菫をペットになどと言って契約書まで用意した斯波の真意はわからないが、何も知らない箱入り娘をからかっただけかもしれない。

　懸命に父を助けようとしていた姿は滑稽に違いない。何もできないくせに、とそう思ったのだろうか。

　呆然とした菫に何を思ったのか、細谷は淡々と業務連絡を告げるように言葉を続けた。

「ご自宅からあなたの荷物を運んでおきました。足りないものがあったら、私に電話を」

　細谷から名刺を手渡されて菫は頷いた。ＳＢキャピタルマネジメント、社長秘書とある。

「ありがとうございます」

「荷物の中にあなたのスマートフォンはありませんでしたが、今お持ちですか？」

「いいえ。私は持っていないので」

　さらに細谷の目が驚きに見開かれる。

　いまどきスマートフォンを持っていない人がいるのかと言わんばかりだ。

　外に出る時はボディーガードが常につき、移動は車。自由なようでいて自由ではない生活は時に窮屈であったが、菫にとってはそれが当たり前の日常だった。

　友人と話した内容一つまで父へ報告がいくのだから、スマートフォンなど持ったところでプライバシーは保障されない。

　それを細谷に言ったところで彼にわかってもらえるとは思えず、菫は曖昧に微笑んだ。

「そうですか。食べ終わったら先ほど教えた通りに、食器は食洗機へ。粉末洗剤をスプーン一杯入れてスイッチを押すだけです。あと、勝手に外に出ないように。では、私はこれで失礼します」

「帰ってしまうんですね」

　この広い家で一人きりになるのかと思うと心細かった。つい口から出た言葉だったが、細谷はツッと目を細めて菫を見つめる。

「あまり男にそういった態度はされない方がよろしいと思いますよ。斯波は大丈夫でしょうが……」

〝そういった態度〟がどんなものか菫にはわからなかった。

　言葉なく彼を見上げて問うが、細谷はそれ以上の説明は不要とでも思ったのかさっさと踵を返して玄関へと行ってしまう。

「あの、そういえば、私のことをベッドに連れていってくれたのは細谷さんですか？」

　細谷のあとを小走りで追いかけながら聞いた。ソファーで斯波とキスをしてからの記憶が途切れていた。

「いえ、私が来た時にはあなたは寝室にいましたが。寝ぼけていたんじゃないですか？」

　菫の部屋をノックしたが、応答がなかったため部屋に入ったのだと細谷は言った。

「そうですね……ありがとうございました」

　頭を下げて礼を言うと、玄関のドアが閉まり細谷のスーツ姿が見えなくなった。

　やはり眠ってしまった菫をベッドに運んでくれたのは斯波だ。

　細谷から聞いていなければ、彼の優しさが自分に与えられたものだと喜んでいた。斯波が親切にしてくれるのは、父から菫の面倒を見てほしいと頼まれたからで、きっと買収の話も以前から決まっていたことなのだろう。

（聞いておいて、よかったわ……）

　思いもしない状況に、心が弱っていたのかもしれない。

　だから、人の温もりに安堵した。キスをされても、戸惑いはしても嫌だとは思わなかった。

　何より、強く掴んだ腕を労わるように斯波は撫でた。その感触が忘れられない。実は優しい人なんじゃないか、なんて感動すら覚えたというのに。

　クルクルと腹が音を立てて鳴った。今日は朝に食べたきり、何も口にしていなかったため空腹だった。

　こんな時でもいつもと同じように空腹になるなんて、ずいぶんと神経が図太い気がする。ペット契約には何の意味もなかった。そのことは、少なからずショックだったはずなのに。

（麻痺してきたのかしら……意外と平気でいられるわ）

　テーブルにつき出来上がったパスタをフォークで巻いて口に運ぶ。細谷はシェフに頼んだと言っていたから、市販品ではないはずだ。

　それでも、いつも以上に食事が美味しく感じるのは、自分で料理をしたような気になっているからだろう。

「美味しい」

　温めたスープも完食し、食べ終わった食器をシンクに運んだ。

（今まで、こんな簡単なことすらしたことがなかったのよね……）

　軽く食器に水をかけて汚れを落としてから、備えつけの食器洗い機へと入れていく。操作は簡単で、突然流れ始める水の音には驚いたものの、できることが増えていくような気がして楽しい。

（ほんと図太いわね、私。楽しんでちゃいけないんだけど……）

　ふと壁に掛けられた時計を見ると、いつのまにか夜の七時を過ぎたところだった。斯波が何時に帰ってくるのかはわからないが、その前に風呂を借りてもいいだろうか。

　菫が自室に戻ると、ベッドの脇に段ボールが置かれていたことに気がついた。細谷が言っていた菫の荷物だろう。中には、菫がいつも着ている部屋着と下着が数着入っていた。

　細谷が用意したとは思えないから、使用人にでも頼んだのだろう。しかし、異常なほど荷物が少ない。部屋に備えつけのクローゼットを開けても中は空だ。段ボールの中にも、コートや外着どころかタイツさえ一枚もなかった。

「勝手に外に出ないようにって言ってたわね」

　細谷にそう言われた時、出かけるなら連絡をという意味だと思っていたが、部屋から出るな、という意味だったのだろうか。

　外着が今着ている服しかない。

　寝ている間にコートはどこかへ片付けられてしまったのか、外へ行くには薄すぎる服しか残されていなかった。

「きっと、お父さんが、外へ出すなと言ったのね」

　父に恩を感じているのならば、斯波は父の頼みを聞くだろう。菫を外に出さないでほしいとでも言ったのではないだろうか。

（お父さんなら……それくらいするわ）

　会社が上手くいっていても、そうでなくても、菫が籠の鳥であることは変わらない。金に困り、ボディーガードを雇えなくなったから、外に出さないようにしたのかもしれない。

（考えたって答えが出ないことを悩んでいるだけ無駄ね）

　今自分にできることは一つだけだ。

　たとえ、からかわれただけだったとしても、菫は斯波と契約を交わした。それは守るべきだろう。

（そうね……ペットなんだから、飼い主を癒やさないと）

　ワンと鳴いて、クルクル回ってみようか。斯波はどんな顔をするだろう。彼の驚いた表情が見られるかもしれない。

　菫は下着と部屋着を持ち、部屋中を歩き回る。やっとのことで洗面所とバスルームを見つけた時はおかしな達成感があった。

　バスルームは十畳ほどで菫の家とそう変わらない。造りも一般的だったが、ドアがガラスになっており洗面所から丸見えで落ち着かなかった。

　シャワーを終えて、髪を乾かす。部屋着として使っている、前開きタイプで膝下丈のワンピースに着替えて、リビングへと戻った。

　あまりある時間を過ごすのは得意だ。先ほどの段ボールの中から何冊か本を見つけた。いずれも菫が読んだことのない恋愛小説だ。そのうち一冊を手に取り開いていく。

　三時間ほど読書に没頭していただろうか、かすかに音が聞こえた気がして、菫は本を置いて玄関へと急いだ。

　パタパタと廊下を走り、カードキーを財布へとしまう斯波を、床に座って仰ぎ見る。

「おかえりなさい」

「何をしてる」

　驚きと戸惑いをない交ぜにしたような表情を向けてくる斯波は、黒く真っ直ぐの髪をかき上げて菫を見下ろした。

「ペットらしく、おすわりでもしてみようかと思いまして」

　ワン、と手を上げてみても反応はない。

「もう寝る時間じゃないのか」

「ペットはご主人様を置いて寝たりなんかしないでしょう？」

　菫は慌てて立ち上がり、先を歩く斯波の後をついて廊下を歩いた。

　細谷もだが、この男も歩くのが速い。ついていくには軽く小走りになってしまう。

　なぜか前を歩く斯波がピタリと足を止めて菫を振り返った。

　髪をクシャクシャと撫でられる。大きな手が髪に触れるのが気持ちよくて目を細めると、手のひらが滑り落ちて頬に触れる。

「本当に動物を飼っている気分だ」

　猫にするように顎を撫でられて、あっさりと手が離される。もしかしたら少しは斯波を喜ばせることに成功したのかもしれない。

（出迎えは、嫌がられないみたいね……）

　表情はそう変わらないが、疎ましくは思われなかったようだ。

　しかし、斯波はそのまま自室へと行ってしまった。

　もう夜も遅い。もしかしたらそのまま眠ってしまうのかもしれない。

　菫もそろそろ寝ようかと、リビングに置いたままの本を取りに二階へと向かう。すると、ビジネスバッグを部屋に置いてきただけだったのか、斯波がリビングに現れた。

「食事は？」

「いただきました……あ、細谷さんって方がいらっしゃって、いろいろ教えてくださいました」

「ああ、聞いた。電子レンジも使ったことがなかったんだな」

　冷蔵庫からビールを取り出してソファーへと座った斯波は、眼鏡を外すと前髪をくしゃりとかき上げた。オールバックに撫でつけている髪が無造作に乱れて、思っていたよりも若々しく見える横顔に、菫の胸がトクトクと不思議な音を立てる。

　さらに、斯波はかすかに頬を緩ませながら菫に視線を走らせた。

　その笑みは人を嘲るようなものではなかった。菫の格好を思い出してつい笑ってしまった──そんな風に見える。

（なんとなくだけど……人をからかって楽しむようには思えないのよね）

　どこに座ろうかと迷っていると、今朝触れられた時よりも優しい力で腕が引かれて、隣に座らされた。

「酒は？」

「ワインは少し。ビールは飲んだことがありません」

「飲んでみろ。これも経験だろう？」

　言いながら斯波はビールの缶を傾けて自らの口に含んでいく。そして唇が塞がれて、触れあう斯波の口から酒が流れ込んできた。

「ん……っ」

　口の中に苦味と強い炭酸の爽快感が広がり、慣れない味に眉を寄せると、今度は舌が口腔を侵し始める。

　唇を重ねたままでは上手く飲み干すことができず、口の端から飲み込みきれなかったビールが流れ落ちる。

　苦味ごと斯波の口の中に飲み込まれてしまったかのように、キスは甘く蕩けてしまいそうなほど気持ちよかった。

「はぁ……っ、ん、う……ふ」

「甘えてねだるのが、ペットの仕事だろう？　やってみろ」

　離れた唇と唇に銀糸が伝う。彼が言う〝甘えてねだる〟の正解はわからなかったが、菫が膝の上に跨り首元に鼻を擦りつけると、斯波はくすぐったそうに身を捩りながら額へと口づけてきた。どうやら間違いではなかったらしい。

　疲れているのか、斯波の細い目の下には隈が浮き出ている。

　忙しい父とは月に一度顔を合わせればいい方だった。誰よりも遅くまで働いていた父であったが、斯波も会社を経営しているなら同じようなものかもしれない。

　父に押しつけられ、菫の面倒まで見なければならないのでは大変だろう。

　細谷も菫にはいい感情を抱いていないようだったし、斯波も同じだ。ただ、流されるままに生きている菫のことをよく思わない人は多い。

　けれど、普通になりたい──そう足掻いたところで、菫に与えられた環境がなくなるわけではなかった。

　だったらせめて、決められたレールの上でも精一杯歩んでいきたい。何もかもを受け入れながら、幸せになる努力をしたい。

　父が斯波のもとにいろと言ったのだから、彼のためにできることをするだけだ。

（ペットだって……なんだっていい）

　それに、この人のことは信じてもいい、と直感が告げている。きっと、斯波は桐山百貨店を救ってくれるだろう。

　鎖骨から首筋の匂いを嗅ぐと、朝よりは匂いの薄くなったスパイシーな香水の匂いがわずかに残っていた。

　彼の体臭と混じったラストノートは、菫の好む香りだ。

　つい鼻を寄せて嗅いでいると、ワンピースの前ボタンが外された。

　異常なほど落ち着いている菫に、斯波の目がおもしろそうに細められる。

　しかし、だらしなくワンピースの前を開けた状態で、スリップ姿を凝視されるのはさすがに恥ずかしい。クリームイエローのスリップはフロント部分にリボンが付いていて、胸元だけはレースがあしらわれているが、全体的に透け感がある作りだ。

「見た目にそぐわない、ずいぶんと男を誘う下着を着けているんだな」

「下着だけは、自由にさせてくれたので」

　今思えば父への反抗だったのかもしれないが、胸元の開いた服や、ミニスカートを穿いてみたい時期もあった。買ってはみたものの家の中で楽しむだけであったが、いつのまにかクローゼットから消えていた。たぶん、桐山家の令嬢としてそぐわない格好だからと、処分されたのだろう。

　さすがにもうミニスカートを穿きたいとは思わないが、少しは冒険してみたい気持ちはあった。

「あの、ちょっと、恥ずかしいです」

　穴が空くほど見つめられて、いたたまれなくなってくる。誰かに見せたくてこんな下着をつけているわけではない。

「俺の命令は聞くという契約だ。暖房がついている。寒くはないだろう？」

　赤くなった頬と、見つめられている胸元を隠したくて、斯波に身体を寄せると、胸を上下に弾ませた男が下から乳房に触れてきた。

　全身に緊張が走る。これから彼に抱かれるのだろうか。

　ペットとしての契約は全うすると決めた。しかし、正直、覚悟より戸惑いが大きいのは、契約を盾にしてまで菫に触れようとする斯波の心情が理解できないからだ。

　それなのに、斯波の手から逃れられない。強引に事を進めているはずなのに、彼はまるで壊れ物にでも触れるような手つきで肌を撫でてくる。身体を重ねれば、彼の心の内もわかるだろうか。

「ん……」

　自分で身体を洗っている時には、何も思わない胸の膨らみが、斯波の手に触れられると途端に女としての機能を持つ。

　軽く上下に揺さぶられて、指で爪弾くようにレース越しに先端が弄られる。

「あっ、ん」

　無意識に身体がビクビクと震えて、甘やかな声が漏れた。不思議な感覚だ。気持ちよくて何も考えられなくなる。

「触っちゃ……っ」

「撫でているだけなのに、ずいぶんと敏感なペットだ」

　弄られてすっかり尖ってしまった乳首を爪で弾かれると、全身の神経が胸元に集中したかのように鋭敏になり、腰を軽く撫でられただけで下肢から熱い何かが溢れそうだった。

「はぁ……あっ、あん」

　身体が反転させられて、ソファーで後ろから抱きかかえられる。

　穿いているショーツがしっとりと湿り気を帯びてきて、思わず両太ももを擦り合わせると、下肢に硬い何かが触れるのを感じた。

　腰を浮かせると、斯波の両手で尻が掴まれてゴツゴツとした硬い下肢を押しつけられる。

　スリップの上から乳首が舐めしゃぶられて、菫は頭を仰け反らせて甲高い声を上げた。

「あぁっ、ひっ、あ」

　ねっとりと濡れた口腔の中で、硬く実った先端が転がされるのは、異性を知らない菫にとってはあまりに強烈な快感だった。

　同時に、濡れたショーツの上を擦り上げるように腰を揺らされて、重苦しい愉悦の波に飲み込まれていく。

「ん、あぁ、は……ん、なんか変になるので……それ、やっ、です」

　斯波の動きに合わせて下肢がヌチッと淫らな音を立てる。止めようと思っても止まらない。

　漏らしてしまったのではないかと思うほどはしたない音にいたたまれなさを感じて、全身が羞恥で真っ赤に染まっていく。

「硬いの、当てないで……くださ……っ」

「気持ちいいことをされたら、ペットは喜ぶものだろう？　口より身体の方が正直だな」

　ボタンの外されたワンピースは腰のあたりでくしゃりと丸まっていた。

　これからされることの想像はついたが、話に聞くのと実際に経験するのでは雲泥の差だ。世の中のカップルや夫婦はこんな恥ずかしいことを平気でしているのだろうか。

「そこ……やっ」

　ワンピースの裾を太ももまで捲られて、濡れたショーツの中に手が入れられた。

「こんなに濡れているのに、嫌はないだろ」

　ヌチヌチとわざと淫音を立てるように、濡れた秘裂を擦られる。指が動かされるたびに、ゾクゾクと腰を突き抜けるような甘い痺れが走って、淫らな声ばかりが口を継いで出てしまう。

　いやいや、とかぶりを振りながら、斯波の手を押さえると、空いている左手で乳首を捏ねられた。

「ひぁっ……あ、んん……やっ、ダメですっ……一緒にしちゃ、やぁっ」

　親指と人差し指で抓んだり、指の腹で転がしたりしながら、乳房を揉みしだかれると、下肢の濡れ音がひどくなり、押さえていた手に力が入らなくなる。

「狭そうだが、指なら簡単に入るな」

「あぁっ、あっ、あ……動かさないでっ」

　陰唇の隙間を縫って、太い指が中へと入り込んでくる。狭い膣口を拡げながら動かされて、蜜襞が指を締めつけるように蠢いた。

　斯波の手を受け入れるように足が開いてしまい、蕩けきった蜜口からは愛液がトロトロと流れ落ちソファーを濡らす。

「あっ、はぁっ……ん、や……変な、音するので……やめ……っ」

　グチュグチュと淫靡な音に合わせるように逼迫した声が上がる。

　肌が粟立ち、腰から何かがせり上がってくる感覚に、全身を震わせることしかできない。

「いやらしいな」

　低く抑揚のない斯波の声は朝と変わらないのに、熱っぽい吐息が妙に艶めかしくて、耳からも深い官能に支配されてしまいそうになる。

　出会ったばかりの男性に身体を触られて、こんなに感じてしまうなんて。

　自ら下した決断に後悔はないけれど、もしかしたら自分は誰にでも身体を許してしまう淫乱なのではないだろうか、と恐ろしくなる。

　斯波にはしたない場所を弄られて、気持ちいいばかりで抗えない。

　そもそも、斯波のペットになると契約している時点で拒絶することはできないが、菫の中に不快感がないことは驚くべき事実だった。

　斯波の指が陰唇を開くように動き、茂みに隠された花芯を爪弾いた。頭が真っ白になってしまうほどの強烈な刺激に、菫は息が止まるほど感じ入ってしまう。

「ひ……っ、ん！」

　指に愛液をまとわりつかせて、指の腹で転がしながら包皮を捲っていく。鋭敏に勃ち上がった花芯を軽く擦られるだけで、中を弄られるよりも凄絶な快感が脳芯を痺れさせた。

「あぁっ、あ、ん、はぁっ……それっ、なん……やぁっ」

　蜜襞を擦られ、同時に敏感な芽への愛撫が加わると、一気に高みへと押し上げられる。柔襞を刮ぐように動かされるたびに、大量の愛蜜が溢れ斯波の手のひらとソファーをビッショリと濡らしていく。

「中がうねっている……もう達いくか？」

「あぁぁっ……！」

　キュッと尖った芽を抓まれて、菫は全身を波立たせながら絶頂を迎えた。喜悦の波が押し寄せて、指を受け入れた膣口からは愛液が飛び散った。

　濡れてテラテラと光る指が抜かれ、その動きにすらゾクゾクと全身が震えてしまう。

「はぁっ……はっ、これ……は、躾、ですか？」

「いや、ご褒美だ。従順なペットへの、な」

　菫はまだ斯波に抱きかかえられたままだ。

　彼は今、どんな顔をしているのだろうと、振り返ると尻に押し当てられた硬い何かに触れてしまう。その瞬間、斯波が腰を震わせて目を細めた。

「……っ」

　さすがに経験はなくとも知識はあって、盛り上がったスラックスが視界に入ると、何ともいえぬ恥ずかしさに全身が真っ赤に染まる。

　慌てて手をどかそうとした結果、思いがけずに盛り上がった部分を撫でてしまい、硬い欲望に触れる。

「あっ、あの、これ……」

　窮屈そうに頭をもたげている屹立がピクリと震え、斯波の口からわずかに吐息が漏れる。

「……手癖が悪いな」

「あっ……ごめんなさい。あの、そんなつもりじゃ……」

　はしたないと指摘されたのが恥ずかしくて手を離すと、肩からずり落ちたワンピースの前をかき合わせる。

「菫、もう自分の部屋に戻れ」

「は、はい」

　斯波の膝の上から降りて、逃げるようにリビングを出た。

　菫、と初めて彼に呼ばれた。

　なぜか、それだけで胸がキュッと締めつけられる。

　斯波は、どうして菫に触れるのだろう。とても女性に困っているようには見えない。むしろ遊び慣れているように見える。

　女性を部屋に呼べないから代わりにしているだけだろうか。それとも、そう遠くなく部屋を出ていくことが決まっているから、面倒がなくていいと考えているのだろうか。

　早く、父を助けてほしい。その気持ちに嘘はないのに、ふと感じる斯波の優しさも何もかも、すべて仕事なのだという事実に切なさで苦しくなる。

　今日会ったばかりなのに、もう終わりを考えた。

　一体、どれぐらいの期間、斯波のもとにいるのだろう。いられるのだろう、と。







　翌日、まだ太陽が昇る前に目が覚めた。

　ベッド脇に置かれたランプのスイッチを入れて時計を見ると、まだ朝の五時だ。昨日昼寝をしてしまったため、眠りが浅かったようだ。

　そっと部屋を出ると、リビングからは明かりが漏れている。まさかもう起きているのだろうか。寝起きの顔を見られるのは恥ずかしく、一度洗面所を借りてからリビングに行くと、斯波がすっかりと身だしなみを整えてコーヒーを淹れているところだった。

「おはようございます」

「ああ」

　昨夜の出来事を思い出すと、彼の前にいるだけで顔が熱くなってきてしまう。

　誰にも触れられたことのない場所を弄られて、あんな風に声を上げて感じてしまったなんて、まるで自分のことではないようだ。けれど、そんな菫の思いを知ってか知らずか、斯波は何事もなかったかのように平然としている。

「お前も飲むか？」

「あ……私がやってもいいですか？」

　あまりにも何もできないと思われているのも情けなくて、斯波の手元を覗き込みながら聞くと、一歩隣にずれてどうぞと手を差し出された。

「熱湯を注ぐだけでできるから、難しくないだろう」

　斯波はドリップ式のコーヒーを外袋から出してマグカップにセットした。

　言葉は少ないが、菫に見せるように教えてくれるから、仕方なくだとわかっていても、彼の優しさは嘘ではないと感じてしまう。

「簡単にできるんですね」

「普段、お前が飲んでいるものより味は落ちるだろうがな」

「私、実はそこまでこだわりないんです。カップ麺を食べたこともありますし」

　父の前ではもちろん無理だが、口の堅い使用人に頼んで買ってきてもらって一度だけ食べたことがある。

　まさか言葉が返ってくるとは思っていなかったのに、興味をそそられたのか斯波が口を開いた。

「社長に怒られなかったか？」

「言えないですよ。でも、父に会うのは、多くて月に一度だったので、たぶん知られていないと思います」

「そうか」

　もしかしたら斯波は昨夜のことを気遣ってくれたのではないだろうか。

　これもまた自分に都合のいいように描いた夢物語かもしれないが、気まずくならないように話を合わせてくれたのではないかと思わずにはいられなかった。

「明日から、斯波さんのコーヒーを淹れてもいいですか？」

「好きにしろ。もう出る」

　斯波はあっという間にコーヒーを飲み終えると、ビジネスバックを持って玄関に行ってしまう。菫は、まだ淹れたばかりの自分のコーヒーをキッチンに置くと、慌てて斯波を追いかけた。

「わざわざ見送らなくていい」

「見送るのはダメですか？」

「別にそういうわけじゃないが……」

「では、見送りも私の仕事にさせてください。ペットでしょう？」

　契約を持ち出したのは、そうすれば彼が頷くと思ったからだ。

「いってらっしゃい」

　おかえりなさいと迎えて、いってらっしゃいと彼を見送りたい。なんとなく、そうしたかった。

　とくに言葉が返されることはなかったけれど、昨日より彼の表情が和らいだように感じて、菫はしばらく玄関に座り込んだまま、赤くなった頬を両手で包んだ。
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　菫が斯波のマンションで暮らし始めて一週間が過ぎた。

　民間の信用調査機関から送られてきた桐山百貨店の財務情報に目を通しながら、斯波は深いため息をついた。

　概ね、現社長である敬司から開示された情報とそう変わらない。

　菫にはなるべく店舗の閉鎖はしないと告げたが、厳しい現状に変わりはない。きっと啓司が社長に就任した時には、とっくに経営は傾き始めていたのだろう。むしろ、敬司の才覚があったからこそ、ここまで持ちこたえたと言ってもいいほどだ。

　桐山百貨店の取締役会で株式譲渡承認の決議を行い、基本合意書の締結までおよそ三ヶ月。

　頭の固い役員連中は敬司が説き伏せる予定だ。このまま桐山百貨店が経営破綻し数千人規模の従業員を解雇するよりいいはずだし、現社長である敬司に逆らえるほどの役員はいない。

（万が一、企業の存続より、個人の利益を選ぶのなら……この会社に未来はないしな）

　桐山百貨店の株は非公開だ。買収に関しても水面下で行われるため、本来であればそう難しくはないが、どこから嗅ぎつけたのか赤字経営の桐山の買収に名乗りを上げた男がいる。

「本当に、蓮井はすいが動いているのか？」

　デスク脇に控えていた細谷に問いかけた。細谷は、立ったまま斯波を真っ直ぐに見据えて淡々と口を開く。

「ええ。桐山社長の義弟である専務に近づき、桐山社長を説得するよう根回し中ですね。あまりいい噂は聞きませんので、菫さんに近づかれたらまずいのでは？」

「わかっている」

　まさか、借金まみれの会社の買収ごときで罪を犯すような真似はしないとは思うが、万が一菫に何かが起こっては遅い。敬司に対して恩を仇で返すわけにはいかず念には念を入れた。

　蓮井デパートは近年規模を大きくしているデパートだが、若者向けという印象が強く、金回りのいい世代の客層を取り込めないでいた。だから、老舗と言える桐山百貨店の名前が欲しいのかもしれないが、いささか気にかかるのは、現社長の息子である慶文よしふみが動いているという情報だ。

　慶文ならば、現経営陣の交代なしと嘯うそぶきながらも、赤字店舗の即時閉鎖、千人程度のリストラぐらいは平気でするだろう。経営者向きとは言えず、口八丁なだけでずいぶんと強引なやり方をすることで有名だ。

　慶文をどうこう言える程自分とて身綺麗なわけではないが、相手を騙し搾取するようなやり方は好きになれない。

　それに、慶文は大層な女好きでもある。

　菫を匿えだなんて、一体どういうつもりかと思ったが、慶文の接触があったため敬司はそう言ったのかもしれない。

（家から一歩も外に出さないなんて……本当に籠の鳥だな）

　菫がどうなろうとそこまで心配する道理はないのに、万が一、慶文の毒牙にかかったらと考え、苛立っている自分に気づく。

「匿うなら、蓮井の件を伝えてホテルにでも置いておけばよかったのでは？　何もあなたが家で面倒を見ることはなかったでしょうに」

「桐山社長から頼まれたのもあるが、いちいちお前にホテルに行ってもらって報告を聞くより、家にいてくれた方が目が届く。鍵も服もないから外へも行かないだろう」

「菫さんが来てから一週間ですか。どうですか？　同居は。情でも芽生えました？」

　細谷が仕事以外のことを聞いてくるのは非常に珍しいことだ。斯波は書類を見ていた顔を上げて、何が言いたいのだと訝しげな視線を向けた。

　しかし胸中では、細谷の問いの答えを何度も自問自答している。

「別に、何もない」

　何もない、なんて嘘だった。

　初めて会った日、あんなに小さかった女の子がもう大人になったのかと、時の流れに驚いたものだが、すぐに昔と同じ感情が芽生えた。啓司に似て、口調は丁寧なのに、常に〝使う側〟にいたと思わせる話し方。育ちの良さを感じさせる外見すら腹立たしかった。

　契約を持ち出したのは、菫よりも優位に立ち優劣をわからせたい、という子どもじみた欲求からだ。彼女を従えて自尊心を傷つけてやったらどんなに気持ちがいいだろうと、そんなことばかり考えていた。

　菫が契約を守ろうが反故にしようがどうでもよかった。ただ、何もかもを受け入れるように、簡単に斯波を信じる菫に苛立って仕方がなかった。

　だから、覚悟を試すようにしたキスに菫が泣き言の一つも溢せば、それで終わるはずだった。

（泣くどころか……必死に応えようとしてきたな……）

　すべてを見透かすような大きな目に、真っ白できめの細かい肌。肩で切り揃えられた髪は、手入れが行き届いていて艶があり指通りも滑らかだ。美人と言えるだろうが、正直、幼すぎる内面は苦手だった。

　けれど、父親の言いなりかと思えば、斯波のキスに必死で応え、さらに玄関先で跪き覚悟を決めた目を向けられた時、自分の役割に徹しようとする姿に心を打たれてしまった。在りし日の自分を見ているようで、堪らない気持ちになった。

　身体に触れると、震えながらもそれでも嫌だとは言わない彼女がいじらしくて、己の手で、この真っさらで純真な心を汚してやりたいという思いと同時に、菫を守りたいという相反する感情が芽生えた。

　何をしても、斯波を見る菫の顔には嫌悪や拒絶の感情はなかった。どこまでも澄んだ瞳で、真っ直ぐ斯波を見つめてくる。

　疲れて家に帰り、パタパタと軽い音を響かせてリビングから走ってくる菫の姿を見ると心が安らぐことに気づいた。

　自分の家なのに〝家に帰ってきた〟と感じたのは、初めてのことだった。

「どうしてそんなことを聞く？」

「菫さんが……社長は優しいと言っていたので、少し驚きまして」

　細谷からしてみれば〝優しい斯波〟などきっと想像もつかなかったのだろう。

　優しさだけではビジネスはできないし、時に切り捨てることもある。心が痛まないわけではなかったが、割り切っていた。

　菫のことも、ビジネスの一環だったはずだ。

　けれど気づけば、彼女の前では仕事のことを忘れている自分がいる。

　彼女の笑顔を見ていると荒んでいた気持ちが落ち着く。

　仕事中でさえ、早く帰って顔が見たくなり、ほとんど寝に帰るだけだった家が、たった一週間でずいぶんと形を変え、意味のある場所になっていった。

　時期がきたら彼女を手放せるのか自信がなくなるほど、菫がいる生活が当たり前になっている。

　来週には、株式譲渡承認請求が取締役会で決議されるはずだ。

　今までのような生活は保障できないが、株を売却したあと、敬司のもとにはそれなりの現金が入る。生活に困るようなことはないだろう。

　これ以上の面倒を斯波が引き受ける義理はなかったし、敬司とて必要としていない。そう遅くない未来に、菫は斯波の部屋から出ていくことになる。

（俺は……菫を手放せるのか……）

　斯波のような男にいいようにされるなんて本心では嫌だろうに、菫はネガティブな感情を一切表に出さない。誰かも知らない男と生活することへの不安を見せたことは一度もない。

　あれ以来、過剰なスキンシップは一切していない。

　いじらしくて、守ってやりたくなって、大切にしたい、そんな不可思議な感情が芽生え始めて、怖くなった。

「社長？」

　細谷から声をかけられて意識が現実に戻る。苦笑を禁じ得ない。こうして細谷と話している時でさえ、菫のことを思い浮かべるとどうしようもないほど、気持ちが高揚してしまう。

「今日はもう帰る」

　まだ、六時台だ。この仕事を始めてから定時に帰ったことなど、今まで一度としてなかった。

　細谷は物珍しそうな顔をしていたが、何を言うこともなく頭を下げた。










三











　菫が夕食の片付けをしていると、インターフォンが鳴った。斯波が帰ってくる時間にしては早い。

　ネグリジェ姿であったが仕方がない。たぶん、この部屋を訪れるのは、家主の斯波か細谷だけだろう。

　慌てて濡れた手をタオルで拭き玄関へと急ぐと、シューズクロークに靴をしまっていたのは斯波だった。

「おかえりなさい！」

「手が濡れている。夕飯は食べたのか？」

　タオルで軽く拭いただけの手を握られて、ドクドクと心臓がおかしな音を立てた。

　素肌へ触れられたのは一度きりであったが、その分こうした軽いスキンシップが増えて、菫は余計にドキドキしてしまう。

　それに、なぜか日を追うごとに、斯波の表情が柔らかくなっているように感じる。彼の優しさに触れてしまうと、自分だけが特別なのではないかという期待が芽生えてきて、平静を保つのが難しい。

　菫への態度は父への恩からだとわかっていても、何でもない話をするだけで喜びに胸が弾む。契約ではなく、父に言われたからでもなく、桐山菫個人として斯波と向き合いたいと思ってしまう。

　これが恋かと聞かれてもよくはわからないが、斯波に好かれたいと感じているのは確かだ。

「はい。でも、待っていればよかったですね。一緒にお食事できたのに」

「今度から電話する。ケーキを買ってきたから食べるといい」

「わ、ありがとうございます」

　斯波からケーキの箱を受け取って、キッチンへと戻った。ケーキは二個入っていた。二人分の紅茶を淹れて、ケーキを皿に移しリビングへと運ぶ。

　着替えた斯波がテーブルに並べられたケーキを見て、困ったように足を止める。

「どうかしました？」

「二個ともお前の分だ」

　菫の隣に腰かけた斯波が皿ごと自分の前から横にずらす。

「そんなに食べられないですよ？」

「だったら捨てればいい」

　毎日声を聞いていなければ気づけないほど、ほんの少し斯波の声が低くなる。

（まさか拗ねてる……？　私が、二個も食べられないって言ったから？　でも、そんなはずないわよね）

　不機嫌そうでいて、怒っているわけではない。

　まさしく、拗ねているが正しいような気がしたが、それを指摘すれば本当に怒られそうで口には出せなかった。

「斯波さん」

　菫はフォークでケーキを取ると、斯波の口元へと近づける。この一週間で斯波のことはだいぶわかってきたつもりだ。

　斯波は菫を本当にペット扱いしているのか、ソファーで寛いでいると、膝枕で髪をいじられることが多い。ほかにも、頬を撫でたり、背中を撫でたり。

　斯波の手が気持ちよくてそのまま寝入ってしまうと、必ず朝ベッドで目覚める。そのまま放っておいたところで広いソファーから落ちるとも思えないのに、わざわざベッドに運んでくれる。

　それに、足が寒そうだと言って、モコモコの温かそうなスリッパを用意してくれた。

　動物の形をした可愛いデザインのスリッパを、斯波はどんな顔をして買ったのだろう。想像するとついおもしろくなって、久しぶりに心の底から笑いが溢れたことを思い出した。

　契約であると忘れそうになるほど、ペットとして斯波に甘やかされている。

「一緒に食べませんか？」

　よほど甘いものが苦手なのか、しばらく悩んでいたようだが、菫がフォークを持ったままでいると、斯波がやがて口を開けた。

　生クリームたっぷりのケーキを咀嚼し飲み込んだ斯波の顔が、見る見るうちに苦渋に歪む。どうやら本当に嫌いらしい。

　そんな彼の顔にすら、キュッと胸が苦しくなる。自分の立場も弁えず触れたくなる。

（触りたい……）

　菫は自然に斯波の口元に顔を近づけた。こんなことを自分からする権利などないとわかっていても、止められなかった。

　生クリームのついた唇を舌で舐めると、斯波と目が合った。菫を見つめる斯波の目も熱に浮かされているようにわずかに潤んでいた。

「ん……」

　味わうように斯波の下唇を舐めてみると、舌ごと口腔内に捉われてしまう。

　身体に触れられた日以来のキスだった。

　飽きただけかもしれないが、斯波が菫に性的な命令をしたのは、初めて会ったあの日だけだ。

（それが寂しいだなんて……言えないけど）

　キスされて嬉しい。

　触ってほしい。

　唾液が混ざり合うほど激しく舌を絡められて、身体が密着すると、もっと斯波を深く感じたくなる。

「はぁっ、ん、ん……」

　全身が甘く痺れて身を捩ると、腰に回った斯波の手が背中をあやしく這う動きを見せる。

　ただ、撫でられているだけなのに、ゾクゾクと肌が粟立つような感覚に、中心が熱くなり何かが溢れそうになってしまう。

　舌を絡ませる濡れた音にまで官能が刺激され、気持ちよくて堪らない。唇を離すと、透明な糸が伝い、斯波の口元が濡れて光っていた。

「お前は可愛いな」

　期待してはいけない、確かめてはいけない、そう思うのに、菫は我慢できずに言葉を発していた。

「ペットとして……ですか？」

「ペットにキスをする趣味はない」

　じゃあ、どういう意味ですか──そう聞きたかったのに、ふたたび斯波に唇を塞がれてしまっては、どうすることもできなかった。







　翌日、菫がリビングで本を読んでいると、珍しく電話が鳴った。

　もしかしたら斯波かもしれない。しかし、躊躇いがあったのは、ナンバーディスプレイに表示されていたのが、聞いていた彼の番号ではなかったからだ。

　数コール待って、すぐ切れるようなら大した用ではないだろうと判断する。しかし、留守電設定をしていない電話は数十コールと鳴り続けた。

「やっぱり斯波さんかも」

　仕事用の携帯からかけてきているのかもしれないと、電話を取ることにした。

「はい。もしもし？」

『あ～やっと出てくれた！』

　しかし、電話の向こうから聞こえてきた声は、斯波のものではなかった。

　菫が聞いたことのない声だ。それなのに、ずいぶんと馴れ馴れしいし、電話に出たのが斯波でないことにも驚いている様子はないようだ。

「あの……失礼ですが」

『桐山菫さん。君に話があるんだよね。少し出てこれない？』

　突然名前を呼ばれて驚きを隠せない。

「どちらさまですか？」

『来てくれたら教えてあげる』

「それは……ちょっと無理です」

『どうして？』

「……靴と服がないので」

　玄関脇にあるシューズクロークには鍵がかかっているし、コートもない。

　初日に着ていた服は、クリーニングに出すと言われてそのまま戻ってこなかった。

『へぇ、もしかしてと思ったけど、やっぱり監禁されてんの？　でも、あんたにも関係あることなんだよ。父親の会社助けたくないの？』

　監禁されているわけじゃない、と言う前に、男が続けた言葉に思考が奪われる。

「父の会社って……」

　斯波が買収するのではなかったか。一体どういうことだろう。

　話を聞く意思が感じられると思ったのか、男は続けて言った。

『じゃあ、ヒントね。君が思うほど斯波はいい奴じゃない。家から出られないようにされてるのがいい証拠だろ？』

　たしかに菫は斯波のことを何も知らない。知っていることは、せいぜい会社名と役職ぐらいなもの。男の話を信用するわけではなかったが、どういう目的で菫に話があるというのか気にかかる。

『今から、服と靴をバイク便で送る。三十分もしないうちに届くはずだ。マンションの向かい側にある喫茶店で待ってるから』

　そして唐突に切られてしまった電話をしばらく恨みがましく見つめる。まだ、行くとも言っていないのに、菫が男と会うことは男の中で決定事項らしい。

（会社にかかわることを言われたって……私にはわからないのに）

　斯波から進捗状況は聞いていない。結局のところ、菫が口を挟むべき問題ではなかったからだ。

　ただ斯波は、父はほとんど会社に泊まり込んでいて、毎日忙しくしているが元気だと伝えてくれたり、父から聞いた菫の好きな食べ物を仕事帰りに買ってきてくれたりする。

　本当に三十分ほどでバイク便が家に届いた。念のため、コンシェルジュに受け取ってもらい、部屋まで届けてもらうことにした。

　大きな紙袋の中には、どこで買ったのかわからないが安っぽいデザインのワンピースとパンプス。重くて着心地の悪そうなコートが入っていた。

　実はタイツや靴下もないのだと電話で言えばよかった。これでは、素足でパンプスを履くことになりそうだ。

　仕方なく届いた服に着替えて、部屋を出た後にふと気づいた。

　家はオートロックで、菫は部屋の鍵を持っていない。つまり出ることはできるが、入ることはできない状況だ。

　エントランスホールに下りて、部屋に服を届けてくれたコンシェルジュに相談すると、オートロック入り口にある電話機でコンシェルジュデスクに連絡してもらえれば、合い鍵を使用し部屋を開けると言ってくれた。

　一週間ぶりに外に出ると、日差しはあるものの肌を刺すような冷たい風が強く吹いている。コートの質が悪いのか、靴下を履いていないからなのか、一歩外へ出た瞬間から寒さでブルリと身を竦ませてしまう。

　目的の喫茶店はすぐに見つかった。

　昔ながらの焦げ茶色の木のドアを開けると、奥まった席に座っていた男が立ち上がり菫に向かって手を上げる。

　こちらは男の顔を知らないのに、どうやら相手には知られているらしい。

　あまりいい印象が持てないのは、電話口での不躾な様子と、人の話を聞かない傲慢さが声に含まれていたからだ。

　見た目で人を判断してはいけないとは思うが、男は菫が抱いた印象のままの外見をしていた。

　年齢は斯波と同じぐらいだろう。たぶん、三十代半ばだ。

　趣味の悪い派手なスーツに身を包み、全身をブランド物で着飾っている。一つ一つは高級品なのだが、言ってみれば水玉とストライプとチェックを合わせて着ているようなもので、センスが悪い。

（斯波さんなら……何を着ていても似合うのに……）

　派手な装いを好まないのか、ブラックのフルオーダースーツで仕事に行くことが多い斯波は、ワイシャツも白の無地だった。ネクタイに柄が入っているのも見たことがない。

　自信に満ち溢れた佇まいもあるだろうが、どんな服を着ていても隠しきれないオーラのようなものが彼にはあり、後ろ姿を見ていると背格好は違うのに父に似ていると思うことがある。

　時間がありすぎるからか、家に一人でいると斯波のことばかりを考えてしまう。

　父の仕事のことももちろん心配ではあったが、それ以上にいつまで斯波のもとにいられるのかと、最近はそればかりを考えてしまうのだ。

（ダメよ……斯波さんは、仕事で私の面倒を見ているだけなんだから）

　そう考えるたびに、切なさで涙が溢れそうになる。

　今は何も考えないようにしようと、男の前に行くと菫は丁寧に頭を下げた。

「電話の方、ですか？」

「ああ、はじめまして」

「桐山菫と申します」

「俺は、蓮井ね」

　菫が頭を下げても、蓮井と名乗った男は座ったまま立ち上がることもしない。挑戦的な目で菫を見つめると「座れば」と顎をしゃくった。

　真向かいに座り、やってきた店員にコーヒーを注文すると、早速とばかりに蓮井は前のめりに顔を近づけてきた。

「写真でしか見たことなかったけど、美人だね。二十五歳だっけ？」

「あの……蓮井さん」

　話があるならさっさとしてほしい。

　パーティーも多く、家にも人が頻繁に出入りしていたこともあり、菫は誰にでも愛想良くできる方だ。けれど、蓮井に対しては不快感が先立ってしまう。

（なんだか……少し気味が悪いというか……気持ち悪いのよね）

　まさか本人に言えはしないが、長く一緒にいたい相手ではない。

「はいはい、そう急かさないでよ。ほら、まずはコーヒーでも飲んで。っていうか、そういう服も似合うよね。桐山家のご令嬢も落ちぶれたもんだ」

　正直蓮井と向かい合ってコーヒーを飲みたい気分ではなかったが、飲まないで立ち去るのも、店主に対して申し訳ない気持ちもあり、菫は運ばれてきたコーヒーを一口含んだ。

「お話というのは？」

「冗談が通じないね。っていうか、あんたが監禁されてること桐山社長は知ってんの？」

「監禁されているわけじゃありませんから。父に、斯波さんのところでお世話になるように言われたのです」

「なに、斯波と男女の関係なわけ？」

　蓮井は醜く口元を歪めて、菫に詰め寄った。顔を近づけられて、あまりの不快さに眉を寄せる。

「お話がそれだけなら帰ります」

　立ち上がろうとした手を取られると、全身が総毛立つような感覚がする。ねっとりと絡みつくような触れ方が不快で堪らなかった。

「ちょっと待ってよ。あんたが俺と来れば、斯波よりいい条件でうちが買ってやるから」

「買うって……あなたは一体どんな立場の方なんですか？」

　さりげなく蓮井の手から逃れ、膝上に置いた手をそっと拭う。

　菫の問いに、いささか気分を害したらしい蓮井は、細い眉をキッとつり上げて、口元をヒクつかせた。

「蓮井デパートって名前ぐらいは聞いたことあるだろ？　俺は現社長の息子、慶文。疑うならネットで調べてみて。顔写真付きで会社のホームページに載ってるから。桐山と違ってうちは、ここ十年黒字経営で店舗を増やしてる。百貨店経営のノウハウもある。経営陣の交代もリストラもなしで、株式公開まで視野に入れて動く予定だ」

　条件としては、きっと斯波よりもいいのだろう。しかし、どうして菫に話を持ちかけるのか。すべて父が決めることであり、菫には一切決定権はないのに。

（なんだかこの人を信じられないし……）

　知り合って間もない斯波を信じることができて、蓮井を信じられないというのは、菫の直感でしかない。むしろ、父が社長のままでと言ってくれるのならば、その方がいいはずだ。

　菫が斯波を信じたいだけかもしれないが。

「申し訳ありませんが、そういった話は父にしていただけますか？」

　菫はそれだけ言うと立ち上がり、睨みつけるような目を向けてくる男に精一杯虚勢を張った笑みを浮かべた。

「斯波が桐山を買収したら、君ら親子はお払い箱だぞ。他人に経営権を委ねていいのか？　斯波は自分の利益のためなら桐山の名前すら捨てる」

「父の考えはわかりませんが、私はそれでもかまいません」

　名前を変え、形を変えても、百貨店としての品位が守られ会社が存続するのなら。斯波ならば、と思ってしまう。

「そこまで懐柔されてるとはね。やっぱり、斯波とそういう関係なんだ」

　頬を赤らめた菫の反応で気がついたのだろう、蓮井は嘲笑うような冷たい表情で菫を見つめた。

「帰ります」

「またね、菫さん」

　蓮井に会うことは二度とないだろう。

　菫は振り返ることなく店を出ると、元来た道を戻った。

　冷たい風が頬を撫でる。寒いはずなのに、動揺からか、緊張からか、吐く息は荒く身体にはじっとりと嫌な汗が流れた。







　マンションの入り口でコンシェルジュを呼び、オートロックを解除してもらいホールへと入ると、コンシェルジュは当惑したように菫を見つめていた。

「どうかしたんですか？」

　何か言いたげな視線を感じて菫が問うと、コンシェルジュは声を潜めて告げてくる。

「つい先ほど、細谷様がいらっしゃいまして……桐山様が外出していることを伝えましたら慌てた様子でしたので、差し出がましいようですが、早くお部屋に戻られた方がよろしいかと」

「ありがとうございます。心配しているかもしれないので、急ぎますね」

　菫はコンシェルジュに鍵の礼を言うと、慌ててその場を立ち去った。

　今日細谷が来るとは思っていなかったし、斯波が帰ってくる時間でもないため連絡もしていない。外に出るなと言われていたこともあり、約束を破ることへの疚しさもあった。

（斯波さんに電話くらいすればよかった……）

　エレベーターは直通のため、そう時間がかかることもなく部屋の前に着く。

　インターフォンを鳴らすと、中でカメラを見たのか細谷が慌てた様子で鍵を開けた。

「どこに行っていたんですっ？」

「申し訳ありません。蓮井さんという方から呼び出されていまして、すぐ前の喫茶店に行っていました」

「蓮井……」

　靴を脱いで玄関から入ると、部屋のドアがいくつか開けっ放しになっていた。たぶん、細谷が菫を捜すのに開けたのだろう。

　細谷の額には汗が浮かんでいて、よほど切迫した状況だったのだと理解できる。

「ごめんなさい、心配をおかけして」

　菫が頭を下げると、玄関が激しく音を立てて開き、息急き切った様子の斯波が室内に入ってきた。

「おいっ、菫は見つかったかっ！」

　斯波と目が合って、菫はあやふやに笑う。

　まさか、斯波まで仕事を放り出して家に帰ってきてしまうほど大ごとになるだなんて思ってもみなかった。

「菫……？」

「はい、おかえりなさい」

　もう開き直るしかあるまい、といつも通りに斯波を出迎える。

　斯波はあからさまに安堵した様子で、菫を抱きしめてきた。

「どこに行っていた？」

　斯波の声は低く、怒っているのか腰を抱く腕は痛いほどに強い。

（心配……してくれたのかしら）

　連絡もせずに出ていって申し訳ない気持ちはあるのに、身勝手に喜んでしまう自分がいる。

「蓮井さんという方に呼ばれたので。勝手にいなくなって申し訳ありません」

「その服はどうした？」

「蓮井さんがこれを」

　抱きしめた腕を解かれて、ヒラリとワンピースの裾を手にして見せると、斯波は不機嫌そうに眉を寄せた。

「とにかく一人での外出は控えてくれ。そう長い時間はかからないはずだから」

　どう考えても、約束を破って勝手に外に出た菫が悪い。菫は神妙に頷いた。

「はい。すみません」

　菫の答えにとりあえず満足したのか、斯波は眼鏡をクイっと上げると背後に控えていた細谷へと向き直る。

「この後の仕事は調整つけられるか？」

「ええ。今日は菫さんと一緒にいてあげてください。こちらのことは何とかしますから」

「菫、すぐ行くからコーヒーでも淹れておいてくれ」

　わずかに口角を上げて斯波が微笑んだ。

「はい。では中で待ってます」

　斯波は、細谷を連れ立って玄関の外へと出ていった。

　まだ仕事の話があるのだろう。

　昼を過ぎたばかりだが、今日は一日一緒にいられるようだ。

　そう長い時間はかからない、と斯波は言ったが、一体、二人で過ごせる時間はあとどれくらいあるのだろう。










四











「あなたの笑った顔など初めて見ましたよ」

　細谷にそう告げられて、斯波は自分が笑っていたことに初めて気づく。やはり、菫の前では感情を制御できないらしい。

　細谷に気づかれるほどだから、きっと仕事をしている時とは表情すら違うのだろう。

「そうだな。自分でも驚いている」

　彼女がマンションにいないと細谷から聞いた時、自分でも信じられないほどに動揺した。啓司に連絡をと、そんな当然の行動すらできなくなり、闇雲にマンションへと急いだ。

　おかえりなさい、と笑う菫に安堵しながら、自分の中に燻っていた想いをようやく自覚した。

「あの子をどうするつもりですか？」

「大人同士の恋愛に、お前は口を出すのか？」

「恋愛……」

　あり得ないものでも見るような目で細谷が呟いた。

　たしかに、今までの自分には不要でしかなかった感情だ。誰をと慈しむ心も、奪われたくないと思う狂気じみた独占欲も。

「別人を見てるんですかね、私は」

「トップが腑抜けになるかと不安か？」

「いいえ。守るべき者がいてこそだと、私は思っておりますので」

「俺には、お前が愛妻家だという方が信じられんがな」

　こんな顔でと斯波にだけは言われたくないだろうが、細谷の左手の薬指にはかすかに傷がつき年季の入った結婚指輪が光っている。

　新品ではないそれは、一体何年前から彼の指にはめられていたのか、斯波は知らない。興味もなかったし、仕事さえやってくれれば細谷のプライベートにまで入り込むつもりは毛頭なかったからだ。

　だから、今自分たちがこうして仕事以外の会話をしていることが不思議でならない。共に事業を興して十年。一度も細谷の結婚について触れたことなどなかった。

「妻の前で見せる顔とあなたに見せる顔が違うのは当然でしょう。毎日顔を合わせていますから話すことは多くなくとも、そばにいるだけでホッとするものです」

「お前の口から惚気を聞くとはな」

「社長の惚気もそのうち聞いて差し上げますよ」

　珍しく細谷が相好を崩した。

　その存在を思い出すだけで彼の無表情を壊すことができるのだから、恋情とは凄いものだ。

「で、どうしますか？　蓮井は」

「蓮井本社の動きをしばらく探ってくれ」

「わかりました。菫さんの淹れたコーヒーが冷めてしまいますよ。では、私はこれで」

「ああ」

　彼女との恋愛関係を望むのなら、契約で繋ぎ止めている今の関係を変えなくてはならない。しかし、誰からも愛されたことのない自分が、菫を愛する資格などあるのだろうか。

　斯波がどんなに強引なことをしても、菫は笑っていてくれていた。けれど、それは父親を助けるための契約だと彼女が思っているからだろう。

　もしも、契約などなくともはなから桐山百貨店の買収を進めるつもりだったと言えば、きっと敬司のもとに逃げ帰るに違いない。最初は、斯波に持ち得ない〝生まれ〟を持っている彼女に対する苛立ちだけだったのに。

　想いを伝えることすら難しい。どうしたら、斯波の恋慕を信じてくれるのか、それすらわからない。仕事で判断を誤ったことなど一度もないが、菫に対しては間違えてばかりだ。

　リビングのドアを開けて斯波が戻ると、座っていたソファーから菫が立ち上がった。

「今、コーヒー淹れますね」

　どうやら、斯波の分はまだ淹れていなかったらしく、彼女はＩＨヒーターのスイッチを入れて再度湯を沸騰させる。

　菫が斯波の飲み物を淹れてくれるのも、たった一週間で当たり前のようになった。買収が終わった後も、彼女の姿がここにあればいいと望んでしまう自分がいる。

（俺のそばにいてくれ……なんて、今更どの面下げて言えるんだ）

　ソファー前のローテーブルにティーカップが置かれる。ソーサーにはチョコレートが添えられているが、砂糖の入っていないビターチョコなのは、斯波への配慮だろう。

　以前ならば、見返りを求めない親切などあり得ないと、信じられなかったというのに。契約で動いていると知っていながらも、今は菫の気遣い一つで、自分は堪らなく喜んでしまえる。

「ありがとう」

　斯波が礼を言っただけで、嬉しそうに微笑む菫を見ているだけで満たされた気持ちになる。

　そばにいると、抱きしめたくて、触れたくて堪らなくなる。

「菫」

「はい？」

「着替えてこい。その服は捨てろ。お前には似合わない」

　裏地がついているかも怪しいワンピースは、見るからに粗雑な作りだ。

　生地は薄く、座っただけでシワが寄るし、縫い目も雑でほつれた糸が見えている。

　蓮井がこの服を選んだのは、菫のプライドをへし折るために思えるが、凛と佇む菫の姿は、どんな服を身につけようが美しい。内面から出る洗練された高貴さは、蓮井ごときが汚せるものではない。

　けれど、ほかの男に贈られた物を着続ける菫に腹が立ったのも事実で、上手く自分の感情がコントロールできなかった。

　菫に対して怒りをぶつけるつもりなどなかったが、どうしたらもっと優しくできるのか、その方法すら思い浮かばなかった。

「着替えてきますね」

「いや、やっぱりいい。こっちにこい」

　自分の命令に従い動くことに腹が立つ。己がそう仕向けたというのに。

　菫は当惑するように目を泳がせたが、やがておずおずと斯波のもとへとやってくる。

　膝上十五センチはある短いスカートのワンピースに、胸の形がはっきりとわかる身体に貼りつくような生地。

　タイツやストッキングは用意していなかったのだろう。素足のままその服を身につけている。

「ここに立て」

　斯波はソファーの前に菫を立たせると、膝から太ももを撫でるように触れた。

「……っ、し、ばさん」

「少し捲るだけで下着が見えそうだ。蓮井に触れられはしなかっただろうな？　あの男に何を言われた？」

　苛立ちのままに告げると、菫は頬をサッと赤らめて信じてほしいと縋るように斯波を見つめてくる。その目が斯波のような男の嗜虐心を煽るのだと、彼女は気づいてもいない。

「ん……っ、あっ、私があの人のところに行けば、うちを、買収するって……」

「ほかには？」

　蓮井は菫を人質にでもして、敬司を脅すつもりだろうか。まさか、そこまでのことはしないと思っていたが。菫が何事もなく戻ってきたことに安堵する。

「あなたは、自分の利益のためなら何でもする人だと……」

　あながち間違ってはいない。蓮井のことをどうこう言えない程度には、斯波にも後ろ暗いところはある。

「俺は、お前を契約で縛るような男だからな。怖くなったか？」

　太ももの内側に手を滑り込ませると、菫の身体が大仰に震えた。無意識だろうが、斯波の手を受け入れるように足が開く。

　それでも、何かを訴えるように菫は懸命に首を横に振った。そうまでして父親を助けたいものかと、敬司にすら嫉妬心が芽生えてしまう。

「自分でスカートを捲れ。胸の上まで」

　菫は顔を真っ赤に染めて唇を噛んだ。しかし、斯波が何も言わずに見つめ続けると、観念したように目を潤ませながらスカートの裾を持ち上げていく。

　一体どこまで許してくれるのだろう。契約を突きつけて、無理やり身体に触れるような愛し方しかできない男を。

（きっと……菫が、俺を愛してくれることはない）

　だったらすべてを奪ってしまえばいいと誰かが囁く。彼女を暴力的な欲で支配すればいいと。

（そんなことをすれば、きっともう二度と笑ってはくれないだろうが）

　菫の笑顔が見られなくなるのが嫌だなんて、斯波らしくもない。金で買えない物などないと豪語し、欲しいものはどんな手を使っても手に入れてきたはずではなかったか。

　太ももの内側を際どいところまで撫で上げると、菫は熱っぽく瞳を潤ませて宙を仰いだ。口からは艶めかしい吐息が漏れ聞こえてくる。

「菫……俺に触られて感じてるのか？　たった数度弄っただけなのに、ずいぶんと淫らな身体になったな」

　胸元に捲りあげたワンピースを頭から脱がす。

　彼女が身につける下着は見た目の清楚さを裏切るように官能的で、視覚から己の欲望を高めていく。

　ショーツと対になったワインレッドのベビードールは左側にスリットが入っていて、腹部とショーツの紐が見えるような形だ。

　布の少ないティーバックはフロント部分だけが覆い隠されていて、左右にリボンがついている。

　足を開かせるとクロッチ部分が濃く色を変えていた。

　ツッと、クロッチ部分を指で撫でると、菫は腰をビクビクと震わせる。

　手に濡れた感触があり、菫が感じているということが斯波の胸を喜びで満たしてくれた。

「斯波さんが……触るからです」

「俺に触られるとこうなるのか？　蓮井がこんなことをしてきたらどうする？」

「こんなの……っ、斯波さんだけ、です」

「どうしてそう言える？　こうして好きでもない俺に身体を開いているじゃないか」

　自分を好きだと言ってほしい。契約などなくても、こうして触れられたいのだと菫が受け入れてくれたなら。

「斯波さんが……っ、いいです」

　必死で言い募る姿は本心を訴えているように思える。

　しかし彼女は、ストックホルム症候群に近い状態にあると言っていい。

　斯波の言うことを聞かなければならない状態に追い込まれて、擬似的に斯波に対して恋愛感情に近いものを持っているのかもしれない。

　父親を守るために、従順になっているのだろう。斯波が求めている答えを瞬時に判断し、口にしているに過ぎないのだから。

　そうしたのは自分だが、まさかこんなにも菫の存在が己の中で大きくなるとは思ってもみなかった。それでも、もう引き返せない。

　菫に触れたくて仕方がない。我慢していた分その欲はすぐに膨れ上がり、いつまで理性が保つかもわからなかった。

「ソファーの上に立って」

　斯波はショーツの左右のリボンを解いて、菫の腰を引き寄せた。目の前にしっとりと濡れた下生えが見えて、思わず喉を鳴らす。

　淫らな身体をしているのに、キスさえしたことがないと言っていた。彼女が男を知っているとは思えない。

　彼女の身体を暴いた男が自分しかいないことに、堪らないほど喜びが芽生えた。

「恥ずかしいです……っ」

　菫の声一つで達したくなるほど昂ぶった身体は解放を求めている。濡れた陰部を拡げて貫いてしまいたい衝動に駆られる。

　斯波はゆっくりと濡れた茂みに唇を寄せ、秘められた場所を舌で貪った。

「あぁっ……や、そんなのっ……」

　信じられないとでも言うように、菫が腰を離そうともがくが、斯波は強く腰を掴んで引き寄せる。

　ソファーの上という不安定な場所に立っていられないのだろう。菫が身体を揺らし、背もたれに手をついて身体を支える。

「いい眺めだ」

　尖らせた舌先で蜜口を突くと、重力のままに溢れた愛液が太ももを伝い流れる。おびただしい蜜が斯波の口元を濡らすと、芳しいまでの女の香りに酔いそうになる。

「ダメぇっ、や、はぁっ、ん……っ、ん、それ……舐めちゃ」

　溢れる愛液を啜り、男を欲しがりヒクつく蜜壺に舌を差し挿れかき混ぜると、チュプチュプといやらしい淫音が響く。

　自分の身体からそんなはしたない音が発せられているとは信じたくないのだろう。菫はイヤイヤと首を振るばかりだが、斯波の口元に押しつけるように腰が揺れ始めた。

「気持ちいいんだろう？」

「はぁっ、ん、あぁっ」

　菫の細い腰がビクビクと震えて、舌で感じる愛液がねっとりと濃く変わる。そっと指を忍び込ませると、男を受け入れたことのない陰道は狭く斯波の指を締めつけてくる。

　触れたベビードール越しでもわかるほどに菫の身体は熱くなっていった。全身を桃色に染めて蜜を滴らせる姿は陶然としていて、斯波の官能を激しく煽ってくる。

　赤く腫れて顔を出す小さな芽を突くと、クプッと卑猥な音を立てながら愛蜜が斯波の手をますます濡らす。

　自らの欲望も痛いほどに反応を示しているというのに、こんなにも菫ばかりを感じさせることに夢中になってしまう。

（こうして……触れるだけでもいいなんて……おかしいな）

　蜜襞を擦り上げるように指を動かすと、感じすぎて堪らないのか、菫は腰を跳ねさせて甲高い嬌声を上げた。

「ひあぁぁっ」

　指一本挿れるのが限界だった狭い膣口は、徐々に斯波の指に馴染んでくる。グルリと中で指をかき回すと、柔襞がうねり嬉しそうに締めつけてくる。

　ポタポタと垂れた愛液が斯波のスラックスを濡らすのもかまわずに、指の動きを激しくしてやると、菫は激しく身悶えながら全身を甘く震わせた。

「あっ、はぁっん……も、それ……っ、なんか、んんっ」

「まだ、中だけじゃ達けないだろう」

　陰唇に隠された花芯を爪弾くと、もう意識さえあやふやなのか、喘ぎ半開きになった口元から溢れた唾液が顎を伝う。

「はぁぁっ、あぁっ、はっ、ん……や、なの……やっ」

　花芯を舌の上で味わうように転がし舐めしゃぶると、絶頂が近いのか、蜜襞が指を奥へと飲み込むようにうねり収縮し始めた。

　ずっと味わっていたい甘い身体だ。慣れていないからか、達した後、菫は疲れてすぐに眠ってしまう。

　焦らして達かせずに、ずっとこの身体を自分の欲望のままに弄っていたい。そんな自分本位な感情が湧き上がってくる。

「もっ、ん……おねがっ……やぁっ」

　けれど結局は、イヤイヤと泣きそうに目元を潤ませる菫に負けてしまうのだが。

　感じやすい場所を舌で転がしてやると、追い詰められた菫の声が途切れがちになり、しなやかな身体が強張った。

「あぁぁっ！」

　菫は腰を波打たせて絶頂の中に落ちてしまう。

　自分の欲望はまったく満たせていないというのに。膝から崩れ落ちるように、荒く息を弾ませて、ぐったりと身体を斯波に預けてくる姿が愛おしいだなんて。

　思えば、初めて会った日から、寝入った菫をベッドに運ぶことを煩わしいとは思わなかった。

　髪を撫でているだけで眠ってしまう菫を可愛いと思ったのは、一度や二度ではないし、甲斐甲斐しく世話を焼けることを、面倒どころか嬉しいとすら感じる。

「大丈夫か？」

　ぼんやりと宙を見つめたままの菫に問いかけると、まだ愉悦の海を彷徨っているのか菫は頭を小さく動かしただけだった。

　一人では風呂に入れないだろうと、菫の身体を抱きかかえて連れていく。

「斯波さん……？」

「風呂に入る。ベタついて気持ち悪いだろう」

　湯沸かし器のパネルを操作し、バスタブに湯を張る。菫をまだ溜まっていないバスタブにとりあえず下ろし、斯波は服を脱いだ。

　ようやく絶頂の余韻が抜けたのか、バスルームに入ってきた斯波を見た菫が頬を真っ赤に染める。その理由に気づいて、ますます愛しさが募ってしまう。

「それ……あの」

　見てはいけないと思ったのだろう。菫が目を逸らしながら指を差してくる。

　さすがに菫の前で処理をするわけにはいかず、かといってあれだけの媚態を見せられて勃たないわけもなく、結局そのままバスルームに足を踏み入れるしかなかった。

「ああ、放っておけばそのうち治まる」

　菫の裸を前にして自信はなかったが、どうしても彼女に辛い思いをさせるのだけは嫌だった。暴力的な欲に支配されそうになりながらも、ギリギリのところで理性が打ち勝った。

「あの……私も何かした方がいいんでしょうか……」

　自分ばかりがされていることを気にしているのだろう。

　正直、菫の申し出に斯波の心情はグラグラと揺れた。けれど、そんなことをさせた日には、今度こそ斯波の理性は崩壊し、後悔に苛まれてしまう。

「いや、お前は何もしなくていい」

　契約を盾にして抱きたくはない。

　身体だけではない。彼女の心が欲しかった。

（こんなにも、誰かを愛しいと思う日がくるなんて……）

　ようやく溜まり始めたバスタブに斯波も腰を下ろし、後ろから菫を抱きしめるように身体を密着させる。

「あったかいですね」

「ああ」

　人肌をこんなにも心地よく感じたことは、今まで一度もなかった。

　菫の髪に唇を寄せると、斯波の匂いが移ったのか、香辛料のような香水の香りがした。










五











　疲れていつのまにか眠ってしまっていたようで、うっすらと開けた目に映ったのは、菫の部屋でベッドに腰かけた斯波の手のひらだった。

　時折、頬を撫でながら、髪を梳かれると、またすぐに眠りの中に落ちそうで起きられない。

　首元に生温かい何かが押し当てられて、かすかな痛みに頭が覚醒し、ようやく声が出せる。

「すみません……また寝ちゃった」

　風呂に入ってから何時間経っているのか、気づけば部屋の中は薄暗い。もう夕方のようだ。

「あれだけ喘げば疲れるだろう。今日は外食しようと思うが、まだ眠っていたいか？」

「えっ？　いいんですかっ？」

　斯波の言葉に菫が思わず飛び起きると、やれやれといった苦笑が返される。

　いつもはキツく細められている目元が穏やかに弧を描いていて、菫は斯波のたまに見せるこの顔がとても好きだった。

「服を持ってくるから、待っていろ」

　そう言って、自室へと斯波が戻る。この家に菫の外着はないと思っていたけれど、片付けてあるだけだったのだろうか。

　しかし、部屋に戻ってきた斯波が手に持っていたのは、有名ブランドショップの紙袋だった。

「あの、これ……」

「着てみろ。サイズは合うはずだ」

「は、はい。あの……ありがとうございます。斯波さんが買ってきてくださったのですか？」

「君が寝ている間にな。コートも入っている」

　袋を開けて中から服を取り出すと、フォーマル感のあるラベンダーのドレスが入っていた。細かな花が散りばめられたドレスはカシュクールタイプで、大人っぽいデザインだ。カシミアのボレロまで用意されている。

「素敵……っ」

　斯波が選んでくれたという思いもあるだろうが、センスがよく菫好みだった。どうしてわざわざ買ってきてくれたのだろうと疑問が頭に浮かぶ。

　菫に金をかけるのは無駄でしかないだろう。父に頼んでもともとあった服を手配すればいいだけではないか。安い買い物ではないのに。

　風呂を上がった後、眠ってしまった菫は未だ下着姿のままだった。斯波の視線に顔を羞恥に染めると、頭の上からすっぽりとドレスをかぶせられる。

　背中のファスナーを上げられると、本当にサイズはピッタリだった。

「首元が寂しい。つけてやるから後ろを向け」

　斯波が手にしているのは、ネックレスのようだ。

　ホワイトゴールドのネックレスは、チェーン部分が二連になっていて、中央に羽根のようなモチーフとダイヤモンドがはめられている。

　シンプルでありながらも上質さのわかる高価なものだ。

「どうして私に？」

「外食をするなら必要だろう」

　わざわざ菫を外へ連れ出すためだけに。

　斯波の心遣いが嬉しかった。

「ありがとうございます。嬉しい」

「そうか。じゃあ行くぞ」







　斯波が連れてきてくれたのは、完全個室のフレンチレストランだった。

　異性と二人きりでテーブルを挟んで食事をするなど初めてのことで、気持ちは自然に浮き足立つ。

　デートみたい──そう思ってしまうのは、一緒にいるのが斯波だからだろうか。

（どんな関係に見えるのかしら……私たち）

　斯波は背が高くヒールを履いた菫でも頭一つ分は届かない。堂々とした男らしい姿に、きっと街を歩けばたくさんの女性が目を惹きつけられるだろう。

　斯波が外泊をすることはなかったが、いつも食事は外で済ませてから帰ってくる。

　こうして二人で食事に行くことを斯波はどう思っているのだろう。別の女性とこんな風に食事をすることもあるのだろうか。

（私とだけならいいのに）

　身勝手に、自分だけが斯波を独占したいという欲求が湧き起こってしまう。

「斯波さんは、ここによくいらっしゃるのですか？」

「仕事でな。この店のスタッフは口が堅いし、出入りを誰かに見られることもない」

　誰と、と聞きたいのに聞けなかった。斯波は仕事だと言っているのだから、それを信じればいいだけのはずなのに。

　裏口にある駐車場は予約客しか入れないようになっていて、客は裏口から直接店に入るため、出入りを人に見られる心配はない。

　窓はなく閉鎖的ではあるが、店内の床には川が造られ、樹々が植えてあり、個室の窓からライトアップされた幻想的な庭を眺めて食事ができるようになっている。

「冷凍食品ばかりで飽きただろう？」

「いいえ。毎日違う種類のもの食べていますから。手の込んだお料理ですし、パンは冷凍なのに作りたてのような味わいですよ」

「それならいいが。仕事が早く終わった日は、こうして外で食べるか？」

「はいっ」

　また、こうしてデートのように外に出られるのだと考えただけで、嬉しくて堪らなくなる。

　食前酒が運ばれてきて、グラスに口をつけると、サッパリとした甘さのシャンパンが喉を通る。酒には弱いがまったく飲めないわけではない。

「あの、蓮井さんはそもそも、どうして私に電話してきたんでしょう？」

　買収に関係することなら、父に連絡を入れるのが普通ではないだろうか。

「俺と同じように、君を閉じ込めて、桐山社長に買収を持ちかけたかったのかもな」

　斯波はそう言うが、そもそも父に頼まれて菫を預かったことをもう知っている。父に恩があるからこそ買収の話を受け入れたことも。

「私、これでも、人を見る目は確かなんですよ？」

「見る目が確かなら、俺と契約などしないだろう。蓮井より危険だ」

「斯波さんは、優しいですから」

　菫が言うと、斯波は苦虫を噛み潰したような顔をした。

（もしかして……照れてる……？）

　彼のこういう顔は菫の中で、もう珍しいものではなくなった。

　ここが外でなかったなら、斯波に抱きついていたかもしれない。

（早く、帰りたくなっちゃったわ……）

　ペットでもいい。

　いつもみたいに、ソファーに並んで座りながら、斯波に髪を撫でられたい。

　本音を言えば、斯波に抱かれる覚悟はとっくにできているのだけれど、彼は菫を気持ちよくするだけで決して抱こうとはしない。ただ、一緒にいられるのなら、菫は斯波が隣にいてくれるだけでもよかった。

　キスしたくなるし、もっと触れてほしくなる。けれど、ただそこにいてくれるだけで、心が満たされる。

　この気持ちを恋と呼ぶなら、きっとそうなのだろう。

「似合ってるな。そのドレス」

「そうですか？　斯波さんのセンスがいいんですね、きっと」

「いくら高い物を与えても、素材がよくなければ生かせないだろう。お前は可愛い」

　たとえ、その言葉が愛情からくるものでなくてもいい。

　頬が緩んでしまいそうになるのを抑えられない。胸がくすぐったくて、嬉しい。

「ペットとして、斯波さんを癒やせてますか？」

　菫がそう告げると、我に返ったように斯波の目が瞬いて菫から逸らされた。

「そうだな。従順なペットに、褒美として一つ欲しいものをやる。何がいい？」

「欲しいもの……はないです。ただ……」

　何でもくれるというのなら、欲しいものは一つだけだ。斯波の心が欲しい。菫を好きになってほしい。けれど、それは願っても菫のものにはならない。

「なんだ？」

「来週、私の誕生日なんです。その日、一緒に過ごしてもらえますか？　ケーキを一緒に食べて、おめでとうって言ってくれるだけでいいので」

「わかった」

　思い出に抱いてください──そう口から出かかった。







　斯波と暮らし始めて二週間が経った。

　今日は、菫の誕生日だ。朝仕事に出かける時もとくに言葉はなかったが、彼は約束を違える男ではないだろう。

　あれから、斯波は仕事が早く終わった日や休日に菫をどこかに連れ出してくれるようになった。

　服や靴を隠しても意味がないと思ったのか、シューズクロークの鍵は開けられ、いつのまにかクローゼットには服が用意されていた。

　かといって無断で外に出てもいいと言われたわけではなく、斯波と出かけるのに着替えが必要なだけだ。

　契約で縛るなどと言いながらも、結局手酷い扱いなど何一つ受けてはいない。斯波にとって何もメリットなどないはずなのに。

　菫を外に連れていくことも、菫の好きなケーキを土産に買って帰ることも、契約の範疇だとは思えないのだ。

　斯波と恋人になったようなそんな錯覚までしてしまう。

　甘く、菫を包み込むように優しくされると、勘違いしたくなる。いずれは出ていくことを考えると、今の恋人のような距離感は幸せすぎて苦しい。

　ただ、人を好きになる気持ちを知れてよかった。

　恋人になりたいなどとは思わないから、この家を出ていくまでは好きでいさせてほしい。

　斯波が仕事に行って一時間後、ハウスクリーニングが家の掃除をしてくれている中、固定電話が音を立てて鳴った。

　ナンバーディスプレイに表示された番号は、以前に聞いた蓮井のものだ。

　もう諦めたかと思っていたが、また何の用だろう。以前、強引に呼び出されたことを思い出し躊躇したが、結局いつまで経っても鳴り止まない電話に手を伸ばした。

「はい」

『菫さん？　俺、わかるかな』

　思わずわかりません、と答えたくなるが、時間の無駄なのでやめておく。

「蓮井さん、ですよね。なんでしょう？」

『この間は悪かったね。君が斯波に囚われていると勘違いしていたんだ。利用されているだけだったのに』

「どういう意味ですか？」

　菫が聞くと蓮井は「やっぱり知らなかったのか」とわざとらしくため息をついた。蓮井の言うことには耳を貸したくなどないのに、どうしても斯波のこととなると気になって仕方がない。

『そもそも買収は、桐山社長から斯波に持ちかけられたものだったんだよ』

「それは知っています」

『そう。じゃあ、代わりに斯波は、桐山社長の紹介でどこぞの名家のお嬢様と結婚するってことは？　君の面倒を見て、買収を受け入れる代わりに、あいつは大きな後ろ盾を得られるわけだ』

「結婚……？」

　蓮井の口振りはなぜか悔しげだった。ふん、と鼻を鳴らしそうな勢いで熱りたっているのが電話越しにも伝わってくる。それがやけに真実味を帯びていて、嘘だとは思えなかった。

『あいつ孤児のくせに、運がいいよなぁ。いや、孤児だからこそ貪欲なのか。家の力は大きいからな。桐山社長に恩があるからって、結婚まで世話してもらえるなんて羨ましいよ』

「孤児……？　斯波さんが？」

『なに、それも知らなかったの？　生まれてすぐ孤児院の前に捨てられてたらしいよ。大学に行く資金を出してもらってたから、桐山社長には頭が上がらないって噂』

　ああ、そうだったのね、と斯波の結婚に納得してしまっている自分がいる。ようやく疑問だった答えにたどり着いたような気分だ。

（そう……結婚……）

　わかっていたことだ。斯波の優しさは、父への恩からだと。もしかしたらと期待してしまった自分が浅はかなだけだ。

　斯波が孤児だったのなら、たった一人で会社を大きくするのには相当の苦労があったに違いない。

　しかし、たとえ利用されていたとしても、助けようとしてくれていることに変わりはない。けれど、それならなぜ斯波は契約などと言い出したのだろう。

　ただ、会話をすることもなく義務的に面倒さえ見ていれば、菫が斯波に恋慕を抱くこともなかったのに。

『近い将来別の相手と結婚する男と一緒に暮らしていたい？　どう考えたって辛いだろ？　それとも好きだって言って玉砕する？』

「それは……」

　際どいことをしても、斯波が決して菫を抱こうとしなかったのは、結婚が決まっている状態で万が一にも間違いがあっては困るからだろう。

（あの人の手は、私だけのものじゃないのね……）

　鬱々とした暗い感情に覆われてしまいそうだった。

　考えたくないのに、胸の中に堪えがたい嫉妬が湧き起こってくる。

　斯波が結婚したら、菫以外の誰かに笑いかけて、キスをして。家族になって。誰かの淹れてくれたコーヒーを二人で飲むのだろう。ソファーに座って寛ぎながら、斯波は誰の髪を撫でるのだろうか。

　その時、菫はもう斯波のそばにはいない。

　斯波ではない、父の決めた結婚相手の隣で、それも仕方ないと笑うのか。流されるままに生きながら、いつか彼のことを忘れる日まで。

『俺のところにおいで。嘘だと思うかもしれないけど、実はこの間会ってから、君のことが忘れられなくてさ』

「あなたのところに……？」

『三ヶ月もすれば株式譲渡契約は締結される。早かれ遅かれ、君は斯波の部屋にはいられない』

　蓮井の声がやたらと大きく聞こえる。

　そう、いずれ斯波の部屋は出なければならない。

「そうですね」

『辛くなる前に出た方がいい。俺が、ホテルを手配してあげるから』

　こんな時ばかり、本当に親身になっているような話し方をする男の声は、悪魔の囁きにも聞こえた。

　行くべきではないとわかっている。

　けれど、結婚と聞いて斯波にどんな顔をして会えばいいかわからない。

　蓮井の言うことが本当かもわからない。気になるのなら自分で斯波に確認するべきだ。

　けれど、聞いてどうなる。斯波はそもそも菫に対して何の感情も抱いていないというのに。

　そもそも斯波にメリットはないと知っていて、ペットだからと理由を作ってまで彼のそばにいたいのは自分の方だ。

『今からマンションの下に迎えに行く。三十分くらいで着くから、出ておいで』

　どうやって電話を切ったのかもわからないまま、菫の足は玄関へと向いていた。

（蓮井さんのところに行くのも、いいかもしれないわね……）

　いつか、好きでもない相手と結婚するなら、相手が蓮井だって同じだろう。

　外に出ると、冷たい風が頬を刺した。オートロックのドアが閉まり、もう戻れないことに気づいた瞬間、すべてが終わってしまったような気がした。

　父の望むままに生きてきたけれど、彼への想いがどうしたって叶わないのなら、幸せになどなれない。

　けれど、意外と図太い自分は、きっとあの人のキスや、抱きしめられた思い出だけで生きていけるだろう。

　ただ、もう二度と斯波に会えないのだと思うと、切なさに涙が溢れた。

　悲しくて泣くことはしないと、自分の生きる道の中で、幸せになってみせると思っていたのに。










六











　滞りなく取締役会は始まったようだ。あとは譲渡承認が決議されれば、本格的に株式譲渡締結に向けての協議が行われる。

　しかし、大変なのは買収した後だ。あれだけの負債を抱えた桐山百貨店をどう再生させていくか、そう簡単ではない。

　斯波はＳＢキャピタルマネジメントの社長であるが、今回のことは斯波の独断でしかない。

　将来的に上場させ利益を上げなければ、後ろ盾もない斯波は社長の座から退くこともあり得る。そうまでして買収を進めたのはもちろん敬司への恩もあるが、何より自分があの会社を終わらせたくなかったのだ。

　特定ＮＧＯ法人などに多額の寄付を納めていた啓司と出会ったのは、もう二十年も前のことだ。小さな女の子を抱き上げて、斯波のいる孤児院を訪問していた啓司は、一目でわかる上質そうなスーツを身にまとい、その圧倒的な存在感だけで、何も持たない自分に劣等感を植えつけた。

　けれど、どうしても自分の力だけでのし上がりたかった斯波にとっては、降って湧いたチャンスでもあった。まだ斯波が高校生の頃だ。突然「金を貸してほしい」と告げた斯波に、あっさりと百万を手渡してきた啓司は、貸した金が返ってくるとは思っていなかっただろうし、その後斯波が会社を立ち上げ成功収めるとも想像していなかったはずだ。

　そんな出会いを経て、敬司に対し、怒りにも似た憧れを抱いていた斯波は、いつかは同じ場所に立ちたいと夢描いていた。

　ずっと、あの日着ていた敬司のスーツ姿が忘れられなかった。余るほどの金を手に入れた今も、その気持ちが消え失せることはなかった。

「斯波くんっ！」

　桐山百貨店本社の会議室で取締役会が終わるのを待っていると、会議室のドアが破かれんばかりに開けられた。

「桐山社長？　一体何事です」

「菫のことを外に出さないようにとあれほど言っておいたはずだが」

「どういうことですか？」

　一人では外に出ないと約束したはずだ。菫は契約を守らなければと考えているのか、シューズクロークの鍵を開けても、勝手に外に出るようなことはしなかった。

「今、蓮井から連絡があった。菫を返してほしければ、蓮井が提示した条件を飲むようにと」

　斯波は頭から冷水をかけられたかのように全身を震わせた。

　慶文が提示した条件はとても敬司が頷けるようなものではなかったようだ。普段の温和な仮面が崩れ、舌打ちでもせんばかりに苛立ちを隠せていない。斯波もまた同じ気分であったが。

　改めて慶文から伝えられた事業計画は、赤字が多い店舗の即時閉鎖、大規模なリストラ、といったところだろう。

「譲渡先を君のところに決める条件に、菫の身の安全を入れたはずだ」

　斯波が買収を決めなければ困るのはそちらだ、と上からの物言いに苛立つ気持ちはあれど、今は菫のことが先だ。

　斯波はポケットに入れたスマートフォンを取り出し、マンションの固定電話を呼び出すが、いくら待っても応答はない。

　つまり、本当に菫は家にはいないということだ。

　続いて、職場に待機している細谷へと連絡を取った。

「菫がいなくなったようだ。お前は家に行ってみてくれ、もしかしたらテラスに出ていて電話に気がつかなかっただけかもしれない」

　蓮井は目的のためなら、菫を監禁し暴行を働くことも厭わないだろう。一度目は様子見だったとしても、今回は違うかもしれない。

　菫を失うかもしれないと考えただけで、身体が震えそうなほどの恐怖に襲われる。

『わかりました』

「すぐに動け」

　電話を切ると、斯波は背後で何やら叫んでいる敬司を残して、会議室を飛び出した。

　逸る気持ちを抑えてエレベーターに乗り込むと、地下駐車場へと降りた。

　車に乗り込み急いでエンジンをかける。

　そして、慶文の自宅マンションに行ってみるものの不在だった。伝手を使い、蓮井がよく行くホテルも調べたが彼が女性と訪れているという報告はない。

　斯波は慶文が個人で持っている別荘にあたりをつけて、管理人へと連絡を取ってみるが、ここ一年は使われていないという。念のため見に行ってもらったが、この季節に電気メーターも動いておらず、人が居る気配はなかったようだ。

　繋がるかはわからないが、あとは本人に聞くしかない。スマートフォンを操作すると、ワンコール待たずに男が電話に出た。

「菫をどうした？」

『あなたからの電話を待っていたわけではないんですけどね』

　慶文の背後が何やら騒がしい。菫をどこかに匿っているのであれば、誰にも知られるわけにはいかないはずだ。その時、斯波の耳に特徴的な音が聞こえた。

『あ……』

「おいっ」

　斯波が感づいたことに気づいたのだろう。電話は突然切られた。

　行き先を変えて、急いで音の正体のする場所へと向かう。







　斯波が蓮井デパート本社に着くと、慶文はうんざりとした顔をしかめて舌打ちをした。

「おい、菫はどこだ」

　蓮井デパート本社は恵比寿駅から徒歩数分の場所にある。斯波と電話をしていた時、慶文は駅にいたのだろう。特徴のある発車メロディーが聞こえた。

　菫をどこかに閉じ込めているとしか考えられない。しかし、ホテルにも自宅にも別荘にもいない。もう本人を締め上げるしかなかった。

　人気のない非常口に慶文を連れ出し、胸元に掴みかかる。片腕で身体を持ち上げると、慶文の足が宙に浮いた。

「う……っ、く、るし」

「もう一度言う。菫はどこにいる？」

　殴ってでも吐かせたい欲求を堪えて、ワイシャツの襟を引っ張り、さらに首を締め上げていく。

「し、知らな……」

　慶文の顔面は蒼白になり、唇がカタカタと震えだした。

「俺の仕事の邪魔をするだけじゃなく、菫まで奪おうとするなら、お前の会社ごと潰そうか？」

「違うっ、違……来なかった」

「どういうことだ」

　まさかこの期に及んで嘘をついているのではないかと、訝しむ目を向けるが、元来小心者なのか真っ青になって「本当だ」と繰り返す慶文が嘘をついているとは思えなかった。

　斯波が腕を離し、床に叩きつけるように慶文を解放すると、彼は激しく咳き込んで息を整えていた。

　この男が今ここにいるということは、菫に危険はない。そう思いたいが、不安は拭えなかった。

「はぁっ……す、菫さんを、呼び出したけど……来なかった」

　じゃあ菫は一体どこにいる──焦りばかりが募る。それを悟られまいとますます表情をなくす自分がむしろ滑稽だった。

「菫を、どうするつもりだったんだ」

「べつに……ちょっと怖い思いさせて、桐山と無事に話がまとまれば解放するつもりだった。親父が……桐山を買収して立て直すことができたら、後継者として認めるって」

　慶文も菫が来なかった時点で上手くいくとは思っていなかったのだろう。桐山百貨店を立て直すだけの実力があれば社長の椅子をやると、父親から告げられたとこぼした。それで敬司を脅して買収を進めようとしたのか、とため息が漏れそうになる。

　経営能力のない慶文には到底無理な話だ。わかっていて、蓮井社長は息子にそう告げたのだろう。

「お前に社長の椅子を諦めさせるためだ。今日、蓮井デパートは別の大手百貨店と業務提携を発表する予定だからな」

　未発表の情報だが間違いなかった。

　古参の桐山百貨店の名前に興味はあっただろうが、蓮井社長が買収に動いている情報はなかった。今の桐山を買収してもリスクが大きいと判断したのだろう。

　菫がいないのであれば、慶文に用はない。一人うなだれる男を残して、斯波は急いで車に乗り込んだ。







　しかし、何時間捜しても菫の行方は一向に掴めなかった。実家や別荘もあたったが、菫の姿はない。そもそも、二人で過ごした時間が短すぎて、菫の行き先に心当たりなどまるでなかった。

　行くあてもないことにため息を漏らしつつ桐山百貨店の本社へと戻ると、ちょうど一台のタクシーが駐車場へと入ってくるところだった。

　後部座席に座っている顔に斯波の足がはたと止まる。

「菫っ!?」

　見間違うはずなどない。

　斯波がタクシーを追いかけると、従業員専用出入り口の前でタクシーが停まった。

「菫っ！」

　降りてきた菫の肩を思わず強く掴むと、彼女の細い肩が驚いたように震えた。

「し、斯波さん……っ」

「今までどこにいたっ？」

　斯波が言うと、菫は何も答えずに首を横に振った。

　全身がカタカタと小さく震えていて、握った指先は冷たい。それもそのはずだ。彼女は真冬にもかかわらずコートを羽織っていない。

「怪我はしていないか？」

　自分のコートを脱いで菫の肩に羽織らせる。斯波はスマートフォンを取り出し、敬司へと電話をかけた。

「斯波です。菫さんは無事でした。今、駐車場にいますが具合が悪そうなのでマンションに帰ります。ええ……承認されましたか。これからが大変ですね」

　斯波の電話の声を聞いてか、菫の顔がどんどんと青ざめていく。

　聞きたいことは山ほどあるが、とにかく無事でよかった。それだけだ。

　話はマンションに戻ってからでいい。

　菫の腰を支えるようにして車に乗せると、いつもよりも安全運転を心がけてマンションへと戻った。







「菫、座って話そう」

　そっと彼女の白い頬に触れると、車の中の暖房で身体は温まったはずなのに、ひどく冷たいままだった。

　ソファーに置いてあった膝掛けを菫の肩にかけて、斯波も隣に座る。何か飲み物でも淹れてやるべきなのはわかっているが、今は離れがたかった。

　怒られるのを懸念しているのか、口を噤み、怯えたような表情を見せるのは菫らしくない。

　斯波は菫の髪を撫でながら、逸る気持ちを抑えて優しげに問いかける。

「何があった？　社長のもとに蓮井から連絡があって、君を預かっているような口振りだったが、あの男のところにいたんじゃないんだろう？」

　こんなにも怯えるような何かがあったのかと、焦燥感ばかりが募っていく。

　まさか、慶文が嘘をついていた？

　本当は、菫をどこかに閉じ込めていたのでは、という疑惑まで浮かんできて、嫉妬に胸が焼き尽くされそうになる。

　冷静に考えればありえないことだ。

　それなのに、勝手な妄想で彼女を奪われたように感じる。

　自分以外の誰にも触れてほしくない。彼女にも、斯波以外の誰も見てほしくはなかった。

　菫の瞳が揺れて涙が浮かんだ。思えば、菫の涙を見るのは初めてのことだ。

　ペットになれなど自尊心を傷つけるようなことにも涙一つ見せなかった彼女が、声も出さずにハラハラと涙をこぼして泣いていた。

「怖いことがあったのか？」

　違うと菫が首を振った。

　言いたいことがあるのに、言えない、そんな表情で斯波を見上げてくる。

「わかった。では、その話はいったん置いておこう。菫……今日が何の日か覚えてるな？」

　菫が言ったのだ。誕生日を一緒に過ごしたいと。

　可愛い願いにどれほど斯波の気持ちが浮き足立ったか、教えてやりたいほどだった。

　菫が頷いたのを確認して、斯波は胸ポケットに折りたたんで入れておいた紙を取り出した。

「誕生日おめでとう。今日で、俺たちの契約は終わりだ」

　初めて会った日に交わした契約書を取り出し、ライターで火をつけた。灰皿の上で灰になった紙が真っ黒に燃え広がっていく。

　契約ではなく、改めて自分と歩む人生を考えてほしかった。

　けれど、菫の目からは喜びが微塵も感じられない。やはり斯波のことなど好きにはなれないのかと、胸が抉られるように苦しくなった。

「っふ、う……うっ……おねが……っ」

「菫……？」

　菫の顔は青ざめたままで、涙声を抑えきれないほど唇が震えていた。

　何を言っているのかを聞き取れず耳を寄せれば、菫はソファーから立ち上がり逃げるように部屋へと入ってしまった。

　自分の想いを告げるなど斯波にしても初めてのことで、こういう時どうしたらいいのかわからなくなる。

　言葉ではなく、胸の中をすべて見せられたらいい。そうすれば、どれだけ斯波が菫に想いを寄せているか伝わるのに。

（菫にしたら……迷惑なだけかもしれないが……）

　こんなにも弱かっただろうか。菫に嫌われたかもしれない、と考えるだけで怖くて動けなくなってしまう。

　しかし、たとえ拒絶されても、彼女を離せる自信はなかった。斯波も立ち上がり菫の後を追う。鍵をかけられるタイプの部屋ではないため、ドアは簡単に開いた。

「入るぞ」

「斯波さん……私と、もう一度契約してください」

　一体何の真似だろうか。

　菫が手渡してきた紙にはマジックで大きく〝契約書〟と書かれている。

　それはあまりにもお粗末で、契約書という文字と菫の名前しか書かれてはいない。契約書の体もなしてはいなかった。

「どういうことだ？」

「あなたのそばにいたいんです。あなたが別の誰かと結婚しても……どんな形でもいい、斯波さんと繋がっていたい。ペットでも何でもいいんです」

　惜しくも菫と初めて会った日に抱いた思い出が蘇る。

（ペット契約を信じるなんて……バカなのかと、そう思ったものだが……）

　これが本物の契約書だったらどうするつもりなのだろう。けれど、何を思うより菫を前にしてしまえば、彼女に対する愛しさしかなかった。

（お前はいつも……全身でぶつかってきてくれるんだな……）

　言葉がでないほどに愛しくて、大切で、失いたくない。

　菫の腕を引いて抱きしめると、細い腕が背中に回る。冷たかった身体が斯波の温もりに包まれて、徐々に体温が上がっていった。

「菫、俺は今日、お前との契約を解消して新しい関係を築かないかと言うつもりだった。恋人として俺のそばにいてくれないかと」

「結婚、するんでしょう？」

「誰とだ？」

　いつのまに結婚することになっていたのだろう。一緒に暮らしたいと思う相手も、結婚したいと思う相手も菫しかいないのに。

「だって、蓮井さんが……斯波さんはうちの買収が終わったらどこかの令嬢と結婚するって」

「その噂の出所は、俺と君だろう」

「えっ？」

「最近、よく二人で出かけていたからな。俺が桐山家のお嬢様と結婚を目論んでいると噂になっていたのは知っている。現実になればいいと思ったのもあって、あえて否定しなかった」

「う、そ……」

「俺が言うことより、蓮井が言うことを信じるのか？」

「だって、一度も抱いてくれなかったじゃないですか……」

　大切すぎて抱けなかった。

　壊してしまいそうで、怖かったのだ。

「手酷く抱いて、俺のことしか見られないようにしたいと、何度も思った」

　菫はこんな男に捕まって本当にいいのだろうか。

「じゃあ、どうして……」

「傷つけたくなかっただけだ」

　菫の手から契約書を取り上げて、彼女の身体を抱きかかえる。寝室のドアを開けて、ベッドに下ろしても菫は何も言わなかった。

「今日はお前を抱く。いいか？」

　これで菫が嫌だと言えば、きっと自分はいつまででも待つのだろう。けれど菫は柔らかく微笑んで、斯波の首に腕を回してきた。

「菫。俺を好きだと言え。そうしたら、できる限り優しくしてやる」

「好き……斯波さんのことが、好きです」
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　菫の服に手をかける斯波があまりに優しくて、幸せで泣きたくなる。

　ずっと、抱いてほしかった。たとえ、彼の気持ちが自分になくともかまわないとすら思っていた。

　ただ、斯波の気持ちが手に入ったと思うと、別な欲求が頭をもたげる。

　恋人になってほしいとは言われたが、好きだとは言われていない。斯波の気持ちが菫にあるのは間違いないだろう。けれど、言葉にしてほしいなんて贅沢だろうか。

「斯波さんは、私のことが好きなんですか？」

　ベッドの上で生まれたままの姿を晒した菫に、斯波は熱のこもった瞳を向けてくる。その目はたしかに愛情を伝えてくれてはいるが。

「決まっている」

　そう告げられて目が逸らされる。斯波の頬がかすかに赤く染まっているのは気のせいではないはずだ。照れると斯波は必ずと言っていいほど目を逸らす。

「はぁ……あ、ん」

　誤魔化すように菫の乳房に手を這わし、上下に揺さぶってくる。斯波も肌をすべて晒して、触れあった胸元から激しい鼓動を感じることができる。

　ドクドクと速い音で鳴り響く鼓動は、誠実な斯波の気持ちを菫に伝えてくれていた。

「んんっ」

　もうこれ以上言葉は要らないとでも言うように、唇を塞がれる。舌が絡まりあい、濡れた音が聞こえるだけで、全身が熱を持ち昂ぶってくる。

　室内は寒いぐらいなのに、口づけが深まっていくと、斯波の身体も自分の身体も汗ばんでくる。

「ん、ふっ……ぅ……」

　口元が互いの唾液で濡れて、斯波の胸元で擦られた乳頭は硬く尖っていた。

　太ももにあたる斯波の分身も硬く張り詰めていて、時折いやらしく肌の上で擦られると濡れた感触まであった。

　触れられる場所すべてが性感帯になったかのように、斯波の吐息にすら感じてしまう。

　中心を弄られる快感を菫はもう知っている。キスをしているだけで、中がキュッと収縮するのがわかる。腰を捩るとクチッと卑猥な水音が聞こえてきて、恥ずかしさに耳を塞ぎたくなった。

「俺を欲しがってくれるのか」

　それなのに、斯波の声が心底嬉しそうに耳に響くから、菫は素直に頷くしかなくなる。

「ずっと……抱いてほしいって思っていました」

「そうか。俺もお前を抱きたくて堪らなかった」

　菫がそっと昂ぶりに手を這わせると、斯波が息を詰めた。

　硬くそそり勃った欲望は、手のひらに余るほどの大きさで、これが中に入るのかと思わず唾を飲み込んでしまう。

　まさしく〝貫かれる〟という表現が正しいと思える雄々しい屹立を、形を確かめるように下から上へと擦る。もどかしいのか斯波の息遣いが先ほどよりも荒くなり、菫の手に擦りつけるように腰が動かされた。

「どうすれば気持ちいいですか？」

「それは……今度でいいか？　今日は余裕がない。早く、繋がりたい」

　性急な手つきで足が持ち上げられて、太ももの間に斯波の顔が近づいてくる。秘められた場所を見られるのは初めてではないと言っても、羞恥がつきまとう。

　嫌なわけではないのに、そこに視線を感じると足を閉じようとしてしまうのだ。

　強張った太ももを強引に開かされて、愛液で濡れそぼった蜜壺を強く吸われると、凄絶な愉悦が駆け抜け頭の芯が痺れる。

「は、ん……あぁぁっ」

　目を逸らしたくなるほど淫らな光景なのに、斯波の赤い舌の動きに囚われ、つい魅入ってしまう。

　思えば、いつも斯波は己の欲望を抑えて、菫にだけ快感を与えてきた。

　それを疑問に思っていたが、本当は我慢も限界のはずなのに、こんな風に菫を感じさせてくれるほど、愛されているのだと今は実感できる。

「あっ、ん……そ、れ……いくっ、から」

　キュッと花芯を舌で舐られて、焦らされることもなく、絶頂への階段を一気に駆け上がっていく。

　ビクビクと腰を震わせて呆気なく達すると、収縮しヒクつく陰部に指が突き挿れられた。

「はぁっ、あ、う……っ」

　本当に余裕がないのだと知ることができた。以前に触れられた時は、じっくりと菫を高めていったのに、今日はもうすでに二本目の指で中を解されている。

　それでも、斯波は菫に痛みを与えないように慎重な手つきだ。溢れる愛液を柔襞に塗りたくるように指先で擦られると、甘やかな快感がせり上がってくる。

「あっ、あぁん、も、そんなに……」

　執拗に中を弄られて、徐々に腰が重く痺れてくる。達したばかりなのに、またゾクゾクとするような喜悦の波に飲まれそうになる。

「痛くないか？」

「んっ……だ、いじょぶ……です」

　圧迫感はあったが、痛みはない。指の腹で柔襞を刮ぐようにヌルヌルと動かされると、キュウッと中が蠢きもどかしい感覚に襲われる。

「あっ、はぁん、あぁぁっ」

　指では届かない場所が疼き始めて、物足りなさに身悶えてしまう。甘ったるい声が止められずに、自分から指を飲み込むように腰を揺らしながら、心地よさの感じる場所を探す。

「お前は……本当に可愛い」

　熱っぽい目で見つめられて甘い言葉がかけられると、思わず斯波の指を締めつけてしまい小さく笑われた。

　いつのまにかさらに指を増やされていて、愛液を迸らせながら斯波の指を根元まで飲み込んでしまっていた。抜き差しされるたびにチュポチュポと愛液がかき混ぜられる音がする。

　肌が粟立ち、脳芯を痺れさせるような喜悦に、全身を震わせる。もう少しでもっと気持ちよくなれると、指を締めつけると急に中に入っていた指が引き抜かれた。

「はぁんっ……あ、やぁっ、ど、して……」

「繋がりたいと言っただろう」

　いつの間に手に持っていたのか、ピリッと避妊具を破ると、斯波は手早く自らの雄々しく勃ち上がった欲望に装着した。

「あ……それ……」

　初めて見た、とどうでもいいことを口にしてしまう。

「今、君を妊娠させたら殺されそうだからな」

　菫を間近に見つめる斯波の目は熱に浮かされ、グッと屹立が押し当てられる。

　身体を強張らせたのは一瞬で、ビショビショに濡れた蜜口は太い亀頭をスルリと飲み込んでいく。

「あっ、んん……っ！」

　陰道が拡げられていくと、圧迫感はあるがそれ以上に、満たされているという心地よさが生まれる。

「全部……入ったん、ですか……？」

「まだだ……悪い、もっと奥」

　グッとさらに腰を突き挿れられ、深い場所まで怒張を飲み込んでいく。

「あぁぁっ」

　やがて下肢に斯波の下生えの感触が触れるが、中心を引き裂かれているような恐怖に襲われ、柔襞をキュッと締めつけてしまう。

「ん……っ、は……」

　斯波の口から耐えきれない吐息が溢れ、陰道を満たす屹立が一回り大きく膨れ上がった。

「……っ、く、締めすぎだ」

　最奥で動きを止めた斯波が、苦しげに息を吐きだした。

「優しく、できなくなるだろう……っ」

　切羽詰まった声色に、恐怖よりも愛しさが溢れだす。ああ、やっと一つになれたのだと涙まで浮かんでくる。

「いい。優しくなくていいです……早く、して」

　言うが早く、膝を持ち上げられ斯波の肩にかけられる。折りたたまれるような体勢は苦しかったが、斯波の身体がより密着して、広い胸元で乳首が擦られるのは堪らなく気持ちがいい。

「あぁっ……あ、はぁんっ……」

　力強さを増した怒張が最奥を突き上げてくる。上から熱塊を落とされるような激しい抽送で、グチュグチュと蜜音を立てて中が乱される。

「中、俺を待っていたみたいに、締めつけてくる」

　触れあう胸元が上下に動き、斯波の興奮を伝えてくる。荒い呼吸を飲み込むように唇が塞がれて、柔襞を穿つ屹立の動きがスピードを増した。

「ん、んんっ……」

　吐く息が飲み込まれ、また斯波の熱い息が注がれる。舌を絡め取られると、鋭い喜悦が背中から這い上がり、ますます男を奥へと飲み込もうとする。

　穿たれるたびに、菫の膣襞は熱り勃つ欲望を美味しそうに舐めしゃぶるように咥え込み、愛蜜を迸らせた。

「はぁっ……はっ、ん」

　繋がった下肢からは引っ切りなしにグチュングチュンといやらしい水音が響き、菫を絶頂へと追い詰めていく。

「あぁぁっ、はぁ、んっ……もっ、あっ、ダメ」

　全身が総毛立つような快感の中、菫は頭を仰け反らせて感じ入ってしまう。腰が激しく打ちつけられて、硬い亀頭が感じやすい蜜襞を擦り上げる。

　頭を振り乱し、こんなにもはしたなく感じる菫の姿を、斯波は好きでいてくれるだろうか。涙に濡れた目を開いて斯波を見つめると、いつもの平然とした表情が見る影もないほどで、劣情を瞳に灯らせた姿が目の前にあった。

（いつから……こんな風に、私を見ていてくれたの？）

　眼鏡を外した斯波の表情は妖艶で、夢中で菫の身体を貪り尽くそうとしてくる。まるで全身で愛していると言っているように。

　乳房を揺さぶられながら、蜜口をかき回されると、濡れ襞がうねり、全身が戦慄くような快感がやってくる。

　キュウキュウと蜜襞が収縮を繰り返し、結合部からおびただしい量の愛液が溢れでる。

「あっ、あぁん、はぁっ……な、んか奥、ダメっ、んん」

「もう達くか？」

　ガツガツと最奥を抉るような激しさで抜き差しが繰り返される。互いに汗で濡れた肌は滑り、乳首同士が擦られる。

　わざとやっているのではないかと思うほど、クリクリと先端が胸元で擦られて、痛いほどに硬くなった。

「胸、やっ、あぁっ」

「気持ちいい、の間違いだろう？」

　蜜を飛び散らす結合部はヌチュヌチュと淫靡な音を奏で続ける。斯波の欲望が脈動し、最奥を貫いた瞬間、菫は腰を大きく波打たせて達していた。

「ひぁぁぁっ」

　子宮口のすぐそばで男のものが膨れ上がり、白い射液を皮膜越しに迸らせる。中に注がれているような感覚に、膣内を締めつけながら熱い白濁を搾り取る。

「あっ、はぁ……」

　足を解放されたものの、達した余韻で膝がビクビクと震えてしまう。

　胸を上下に膨らませ呼吸を落ち着かせていると、汗ばんだ身体ごと、斯波に抱きしめられた。

「お前を愛してる」

　やっと望んだ言葉をもらえた。

　呼吸の整わなかった菫は、想いを返すように斯波の背中に腕を回した。







「そういえば、どうして会社にいた？　蓮井から呼び出されたんだろう？」

　ベッドの中で斯波の腕に頭を乗せながらまどろんでいると、髪を弄っていた斯波が手を止めて聞いてきた。

　よほど捜し回ってくれていたのか、あの時の斯波は相当に焦っているようだったから、また心配させてしまったのだろう。

「あの人のところに行こうと思いました。でも、無理でした。私は……斯波さん以外の誰も好きになれないって気づいて……行くあてもないままタクシーに走ってもらったんです。結婚しちゃうって思ったら、居ても立っても居られなかった」

　今日は、取締役会で譲渡請求が承認されると聞いていたから、会社に行けば斯波に会えるかもしれないと、悩んだ末に直接聞くことを選んだのだ。

　けれど、二人で交わした契約書を燃やされて、もう終わりなのだと告げられた瞬間、衝動的に行動していた。あんな風に取り乱すつもりはなかったのに。

　斯波が菫と一緒にいてくれるのなら何でもいいと思った。たとえ、一生ペットだろうと、そばにいられるのなら。

「蓮井はほかに何か言ってなかったか？」

「斯波さんが……孤児だと。父への恩があるから、買収の話を受け入れて、私の面倒を見てるって」

　父に言われて、菫の面倒を見ていることは知っていたと菫が言えば、斯波は「そうか」とだけ言って、考え込むように天井を見上げた。

「斯波さん？」

「初めから、桐山社長の手のひらの上で転がされていたのかもな、俺は。娘を預かれだなんておかしいとは思っていたんだが」

「どういうことですか？」

「最初から、俺たちが上手くいけばいいと思ってたんだろう。見合いみたいなものだったんじゃないか？　俺がお前と上手くいけば、会社を他人に渡さずに済むんだからな。娘婿が経営してる会社なら、口を出しやすいだろう？」

「む、娘婿って！」

「あり得ないことじゃないだろう？　今となっては、俺はお前を手放すつもりはないし」

　突然、菫に見合いを持ちかけて、反発されても困る。だから適当な理由をつけて結婚する予定の男と同居させようと──？

　斯波の話を聞いた率直な感想は――〝父ならあり得る〟だ。

（その相手が……蓮井さんである可能性もあったのかしら……）

　一度はそれでもいいかと考えた相手だが、リアルに一緒に暮らすことを想像すると、無理としか言いようがない。

　父の決めた相手と結婚することは当たり前だと思っていたのに。

「今、ほかの男のことを考えているな？」

　いつの間にかしかめっ面になっていたのか、眉間を指で突かれる。

「だって、一緒に暮らすのが斯波さんじゃなくて蓮井さんだったら……」

「そんなことにはならなかっただろう。あの人も、人を見る目は確かだからな。俺ではなくとも蓮井はあり得ない」

「それでも、斯波さんじゃなきゃ、意味ないわ」

　どんなにいい条件で桐山を買収してくれる人がいたとしても、きっと好きになったのは斯波だけだ。斯波でなければこんな風に菫の胸は轟かない。

「そうだな。俺も、お前と出会えてよかった」

　斯波の目が、昔を懐かしむように細められた。

　誰のことを考えているのか、過去に想いを馳せながら、菫の髪をまた梳いてくる。

「斯波さんも、私以外の人のこと考えているでしょう？」

　目の前の自分を見てほしくて、ギュッと逞しい胸元にくっ付くと、触れあった下肢に昂ぶった男の存在があった。

「あ……っ」

「お前のことしか考えていないよ。次はどうやって可愛がろうかってな」

　足を抱え、グッと腰を泥濘に沈みこませると、ほころんだままの入り口はヌプヌプと斯波を飲み込んでいく。

「あっ、ん、うそ……っ」

「たとえ、あの人に踊らされていただけだとしても、こんな風に毎日お前を抱けるなら幸せだ」

　多くの出会いの中で、愛し愛される奇跡。斯波の言葉に、菫の心も幸せに満たされていく。










エピローグ











　桐山百貨店がＳＢキャピタルマネジメントに買収されたと発表されてから、一週間後。斯波のマンションで暮らし始めてからは、三ヶ月が経っていた。

　ようやく父の周囲も落ち着いたのか、久しぶりに顔を見せにきてくれと連絡があった。

　父のことは大好きだ。

　けれど、今日に限ってはどうしたって緊張を隠すことができない。

　もしも二人の交際に反対されたら、そう考えると足が震えるほど怖くなる。

　しかし、手を繋いで部屋を訪れた二人を見ても、父は一瞥するだけで何も言わなかった。

　本当に何もかもが父の思い通りなのか。

　斯波のところにいろと言ったのが見合いのようなものならば、二人の交際に反対はないはずだ。

　けれど、もしダメだと言われて、斯波のマンションを出なければいけなくなったら。

（お父さんに、逆らったことなんてないけど……）

　菫は反対されたら、親子の縁を切ってでも斯波を選ぶつもりだった。

　だから、その覚悟を示しにきたのだが、先ほどからずっと穏やかに微笑みながら菫の近況を聞いてくるばかりで、父は二人の関係に触れようとはしない。

「あ、そうだ。遅くなったけど、菫、二十六歳の誕生日おめでとう」

　真向かいに座った父は、菫の前に銀色の鍵を置いた。

「鍵……？　どこの？」

「もちろんここの。菫の家でもあるんだから」

　サッと菫の顔が翳る。やはり、そろそろ帰ってこいということだろう。

　斯波の家に居させてほしいと口を開きかけると、苦笑した父が違うよと首を振った。

「寂しいなぁ、そんな顔されると」

「あ……ごめんなさい」

「僕が言いたいのは、いつでも帰ってきなさいってこと。誕生日プレゼントに買った、菫の好きなブランドのバッグは斯波くんの家に送ってあるから」

　父の言葉に菫は斯波と顔を見合わせた。

　何度も桐山百貨店を継いでくれる婿養子をと言われていたし、父の知らない男性と出会うことすらあってはならないことだったから。

　本当にいいのだろうか。

「菫にそんな泣きそうな顔をされると、僕が悪い人みたいだ。僕は別にね、結婚相手にまで口を出すつもりはなかったんだよ。僕が認められるような男を菫が連れてきてくれるなら、別に反対するつもりはなかった」

「あなたが認める男っていうのが、そもそも難しいんだろう」

　斯波が口を挟んだが、菫も同じ気持ちだった。

　父が認める男なんて、パーティーで知り合うような大企業の関係者だけだ。

　何度か男性に誘われたことはあったが、菫の心が動くことはなかったし、父も無理に見合いを勧めるようなことはしなかった。

　菫の気持ちを尊重してくれているのだと思っていたが、いずれ時期が来たらわがままを言っていられないこともわかっていた。

「斯波くんのことは認めてるよ。なにせ、僕の貸した百万を大学在学中に十倍にして返してきた男だからね。娘婿になってくれたらって思ってたけど、菫に愛のない結婚なんてさせるつもりはなかった」

　かくいう父も、母とは見合いだが恋愛結婚であったことを思い出す。思えば、父が仕事で家に帰らなくなったのは、母が亡くなってからだ。もしかしたら、母の姿が家にない現実を受け入れたくなかったのかもしれない。

「結局あなたの思い通りってわけですか」

「何でも思い通りになんてなるわけないだろう？　こんなに早く手を出されるなんて想定外だったし、実際、僕は菫を君に奪われて、はらわたが煮えくり返りそうだよ」

「一緒に暮らしていて何もするなって方が無理だろう」

「し、斯波さんっ！」

　サラッと何でもないことのように会話をしているが、間に挟まれた菫はいたたまれない。

　もう何十回と斯波に抱かれているのは嘘ではないが、どうして父がそんなことを知っているのか。斯波との情事のあれこれを思い出し、逃げ出したくなるほど頬が熱くなってくる。

　菫の表情の変化に気づいた斯波が、赤くなった頬を撫でてくる。それは身体を重ねた後の距離感に近く、つい熱のこもった視線を返してしまう。

「知りたくなかった……」

　けれど、二人の様子を見つめていた父が、膝を抱えて落ち込み始めた。

「自分でカマかけておいて、そりゃないでしょう」

「もうっ、お父さんてばっ！」

　呆れる斯波と、拗ねて口を尖らせる菫に挟まれると、やれやれと父は肩を竦めた。

「大事に大事に守ってきた娘なんだ。菫は窮屈だったかもしれないけど、それなりに恨みも買っていたし、万が一菫まで失ったらと思うと、心配で堪らなかった」

　働くことも許されず、一人で外に出ることも許されなかった。

　けれど、たしかに愛されている実感はある。

「菫に籠の鳥は似合わないな。これほど美しい外見を使わない手はないのに」

「斯波さん……あの？」

　クイっと顎が持ち上げられ、顔を見つめられる。美しいと言うなら、斯波の方が実はよほど端正な顔立ちをしていると思うのだが。

「君を桐山百貨店の新しい広告塔に使おうと思う。嫌か？」

　唐突に尋ねられたが、今斯波がどれだけ桐山百貨店を黒字回復させようと奮闘しているかを知っている菫には、彼が会社のためにならないことを頼んでくるはずがないとわかっていた。

「いえ……私にできることなら何でもします」

　斯波と初めて会った日、同じように彼の前で宣言したのを思い出す。

　菫が言うと、斯波は「いい返事だ」とでも言いたげな表情で頬を緩めた。

　しかし、納得できなかったのは父で、菫が震えそうなほど怒りに染まった目で斯波を睨んでいた。

「僕が経営に口を出す権利はないとわかっているけどね。菫に何かあったらどうするつもり？」

「どこへ行くにも他人の目がある。そうやって目立った方が守りやすいでしょう。プライバシーもなくなるが、家から出さないなんて、そもそも俺の趣味じゃない。どうせなら同時に籍も入れて、見せびらかしますよ」

「菫はどうしたい？」

　父に聞かれて言葉に詰まる。長年、父の言うことには逆らわないようにしてきた。怖いわけではないが、そうして守ってもらってきたのだ。

　自分で何かを決めることにはどうしたって躊躇してしまうのだ。だが──。

「お父さん、ごめんなさい。私、一度でいいからちゃんと自分でお金を稼いで働いてみたかったの。心配してくれるのは嬉しいわ。けど、やってみたい」

　菫の初めての反抗に、父は何も言わず嘆息するだけだった。

　納得してくれたのかどうかはわからない。

「行こうか、菫」

　立ち上がった斯波に手を差し出されて、菫は頷いた。見送るつもりはないのか、父は椅子に座ったままだ。「また来るね」と告げた菫に、一言「頑張りなさい」とだけ返される。

　マンションを出ると、斯波が突然足を止めた。

　住人が、エントランスで立ち止まる二人に視線を向けていく。

　繋がれた手をそっと撫でられて、菫を見つめる斯波の目が愛おしげに細まった。

「お前は……契約は無意味だと知っていたのに、どうして俺の言いなりになっていた？」

「わかっているでしょう？」

　今思えば、掴まれた腕を優しく撫でられた、ただそれだけのことで菫は恋に落ちていた。

「あの時、すぐに契約は無効だと言うつもりだったんだが……気づいた時にはお前を手放せなくなっていた。無理やり辱めるようなことをして、すまなかった」

　斯波はひどいことをしたと思っているようだが、菫には大事にされていた思い出しかない。

「謝られるようなこと、されていません」

　菫が言うと、斯波が胸ポケットから一枚の紙を取り出し、手渡してくる。

「なんでしょう？」

「契約書だ。もし許してくれるなら、受け取ってほしい」

「契約書？」

　折りたたまれた紙を開いて、思わず笑いが溢れた。

「婚姻届とも言いますね」

　斯波の名前も住所も記入済みの婚姻届。いつの間に書いていたのか、保証人欄には父の名前も入っている。

「嬉しい。よろしくお願いします」

　菫が泣き笑いのような顔を向けると、眼鏡の奥の目を細めた斯波の顔が近づいてきた。触れるだけのキスは恥ずかしいほどに甘い。

「プロポーズといえば、細谷さんに、斯波さんと結婚したらＳＢキャピタルマネジメントに来ないかとお誘いを受けたんですが」

「そうなのか？」

「社長の顔に事務員たちが怖がって仕方がないので、仕事を円滑に進めるために、だそうです」

「それはダメだ」

　働くことを許してくれた斯波ならと、期待を込めて菫が聞くと、斯波はあり得ないと首を横に振った。

「どうしてですか？」

「菫が近くにいるだけで抱きしめたくなるだろう。仕事にならない」

「それはたしかに困りますね。じゃあ、細谷さんには申し訳ないけど断っておきます」

「細谷には俺が伝える。あまり、俺以外に懐くなよ」

　背後から抱きしめられて、若干拗ねた口振りで告げられる。こんな風に話す斯波のことを知っているのは、きっと菫だけなのだろう。

　ただそれだけのことが嬉しい。

　斯波が、会社でも笑顔を見せるようになったら、落ち着かないのは自分の方だ。

「ずっと、斯波さんだけですよ」

　斯波の腕の中ならば、籠の鳥でもかまわないとすら思うほどに。

　菫の想いは深く、強く、これからもずっと続いていくだろう。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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